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孫
次
郎
印 

前
書
之
田
地
、
此
度
鉄
砂
流
山
質
物
ニ
被
召
上
候
ニ
付
、
私
共
吟
味
仕
候
処
、
何
方
よ

り
何
之
構
無
御
座
候
、
若
御
運
上
銀
相
滞
申
候
ハ
ヽ
、
右
質
物
田
地
急
度
為
差
上
可
申

候
、
為
後
日
、
仍
而
如
件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
同
断
同
村
庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伝
四
郎
印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
寄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
郎
兵
衛
印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
兵
衛
印 

  
 
 
 
 

右
万
ケ
谷
山
鉄
山
傍
示
杭
、
左
之
通
認
相
建
渡
し
候
事 

 

（
裏
表
紙
） 

「 
 

山
方 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

御
役
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

 

183 

 

 

【
解
題
】
「
鉄
山
一
件 

―
山
方
役
所
留
記
―
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

山
方
役
人
「
留
記
」
と
し
て
の
「
鉄
山
一
件
」 

 

大
槻 

守 

は
じ
め
に 

 

小
葉
田
淳
氏
は
日
本
鉱
業
史
研
究
の
道
を
拓
い
た
人
で
あ
る
が
、
全
国
各
地
の

鉱
山
史
料
採
訪
の
遍
歴
を
重
ね
て
よ
う
や
く
『
日
本
鉱
山
史
の
研
究
』
正
続
を
著

し
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
氏
に
よ
る
と
、
鉱
山
史
料
の
所
在
は
三
つ
に
分
け
ら
れ

る
と
い
い
、
そ
れ
は
（
１
）
幕
藩
側
の
史
料
、
（
２
）
地
方
役
人
の
記
録
、
（
３
）

鉱
山
業
者
で
あ
る
山
主
（
山
師
）
の
史
料
で
あ
る
。
当
地
播
磨
の
た
た
ら
製
鉄
研

究
で
は
、
今
ま
で
（
３
）
と
し
て
、
本
書
に
収
録
の
「
千
草
屋
手
控
帳
」
を
初
め

と
す
る
千
草
屋
関
係
史
料
が
知
ら
れ
て
い
た
し
、
今
回
新
し
く
「
播
州
宍
粟
郡
鉄

山
請
負
御
用
留
」
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、（
１
）・（
２
）
に
あ
た
る

史
料
は
採
集
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
多
く
は
、
小
葉
田
氏
の
視
野
に
な
か
っ
た
、

い
わ
ば
第
（
４
）
と
も
い
え
る
地
域
の
史
料
、
分
散
し
て
各
地
に
所
在
す
る
区
有

文
書
や
個
人
所
蔵
文
書
を
主
と
し
て
き
た
。
い
わ
ば
た
た
ら
を
外
側
か
ら
支
え
て

い
た
人
た
ち
の
史
料
で
研
究
し
て
き
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
代
表
的

な
著
作
、
鳥
羽
弘
毅
氏
の
『
た
た
ら
と
村
』
は
、
書
名
か
ら
も
内
容
か
ら
も
そ
の

性
格
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

そ
れ
に
対
し
て
、
本
文
書
「
鉄
山
一
件
」
は
上
記
の
（
２
）
に
あ
た
る
山
方
役

人
の
記
録
で
あ
り
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
鉄
山
支
配
や
経
営
の
実
像
が

う
か
が
え
る
基
本
的
な
史
料
と
い
え
る
。
た
だ
、
期
間
が
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）

か
ら
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
ま
で
と
い
う
僅
か
半
世
紀
足
ら
ず
の
こ
と
で
あ
り
、

内
容
は
鉄
山
請
負
の
手
続
き
に
関
わ
る
こ
と
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
う

ら
み
は
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
か
ぎ
ら
れ
た
期
間
で
は
あ
る
が
、
こ
の
頃
が
特
異
な

田
沼
時
代
で
あ
り
、
山
方
役
所
の
上
部
機
構
で
あ
る
勘
定
所
の
機
能
が
強
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
鉄
座
の
設
置
や
天
明
の
飢
饉
と
い
っ
た
時
代
背
景
が
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
興
味
深
い
内
容
が
多
い
。 

 

一
、
山
方
役
所
と
地
役
人 

 

本
史
料
の
裏
表
紙
に
は
「
山
方
御
役
所
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
山
方
役

所
で
記
録
さ
れ
所
蔵
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

出
石
（
い
だ
い
し
）
に
山
方
役
所
が
置
か
れ
た
の
は
、「
勤
方
覚
書
」（
宇
野
80
）
に

よ
る
と
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）、
池
田
家
山
崎
藩
三
万
石
が
本
田
家
一
万
石
と

天
領
二
万
石
に
別
れ
た
時
で
、
場
所
は
山
崎
町
の
東
郊
、
須
加
村
（
須
賀
村
と
も

い
う
）
東
出
石
の
陣
屋
内
で
あ
っ
た
。
さ
き
の
文
書
に
よ
る
と
、
山
方
役
所
の
職

務
は
御
運
上
山
（
鉄
山
稼
・
鉄
砂
流
山
稼
・
雑
木
座
稼
）
の
山
物
取
締
、
伊
（
揖
）

保
川
筋
魚
稼
取
締
、
富
土
野
御
番
所
分
一
銭
取
立
で
あ
る
。
そ
の
後
、
宍
粟
郡
の

支
配
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
す
る
が
、
幕
末
に
い
た
る
ま
で
天
領
（
大
名
預
地
を

含
む
）
の
村
々
の
山
に
関
す
る
一
切
、
薪
炭
・
鉄
・
鉄
砂
・
用
材
等
す
べ
て
を
取

り
締
ま
る
こ
と
と
な
る
。
天
領
を
支
配
す
る
代
官
の
職
務
は
一
般
に
は
地
方
（
民

政
一
般
）
と
公
事
方
（
警
察
・
裁
判
）
で
あ
る
が
、
鉱
山
が
あ
る
場
合
に
は
山
方

が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
但
馬
の
生
野
銀
山
で
も
世
襲
的
に
山
方
業
務
に
携

わ
る
山
方
役
人
が
お
り
、
地
役
人
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
生
野
で
は
銀
山

の
監
督
と
採
掘
・
精
錬
・
輸
送
な
ど
に
関
す
る
事
務
を
行
っ
て
お
り
、
当
地
と
は

そ
の
役
割
を
異
に
し
て
い
る
。 

 

出
石
の
山
方
役
所
で
役
人
を
勤
め
た
の
は
小
針
と
杉
尾
の
両
氏
で
あ
っ
た
。 

小
針
・
杉
尾
両
氏
と
も
在
地
の
者
の
子
孫
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
出
自
に
関
わ
る

史
料
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
確
か
な
こ
と
は
分
ら
な
い
。
た
だ
、
両
氏
の
連

名
で
生
野
代
官
へ
提
出
し
た
「
勤
方
覚
書
」
で
は
「
山
方
御
役
所
詰
地
役
人
」
と

名
乗
っ
て
お
り
、
生
野
銀
山
の
場
合
と
同
様
、
在
地
の
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
宇
野
正
碤
氏
は
「
小
針
氏
は
伊
豆
よ
り
来
た
と
い
わ
れ
る
」
と
書
い
て
い

（
１
） 

（
２
） 

（
３
） 
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る
（
宇
野
11
）
が
、
典
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
代
々
世
襲
で
あ
っ
て
勘
定
所
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
先

の
「
勤
方
覚
書
」
に
老
年
ま
た
は
病
身
と
な
っ
た
と
き
は
、
退
役
願
を
大
坂
城
代

を
通
し
て
勘
定
所
に
提
出
し
、「
御
勘
定
所
へ
御
伺
の
上
、
次
役
の
儀
も
仰
せ
付
け

ら
れ
来
り
候
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。
事
実
、『
大
坂
代
官
竹
垣

直
道
日
記
』
（
三
）
の
弘
化
二
年
一
一
月
の
項
に
、
地
役
人
杉
尾
慎
一
郎
に
対
し

「
（
父
）
仁
助
病
気
ニ
付
、
御
暇
明
跡
江
忰
慎
一
郎
御
抱
入
被
仰
付
取
来
、
御
給
米

被
下
候
段
申
渡
」
と
あ
る
。 

 

山
方
役
所
の
機
構
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
（
勤
方
覚
書
）
。
構
成
は
上
役
と
し

て
の
山
方
役
人
二
人
（
小
針
・
杉
尾
）
と
中
間
二
人
、
五
か
所
の
口
留
番
所
に
は

下
役
と
し
て
番
所
詰
五
人
と
中
間
三
人
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
運
上
林
の
監
視
の
た

め
に
百
姓
か
ら
任
命
さ
れ
た
山
守
一
四
人
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
山
方
役
人
ら
の

手
当
は
、
小
針
氏
が
一
〇
石
三
人
扶
持
、
杉
尾
氏
が
一
〇
石
五
斗
で
、
各
口
留
番

所
に
配
置
さ
れ
た
下
役
の
給
米
は
三
人
が
七
石
、
二
人
が
五
石
二
斗
五
升
で
あ
っ

た
。
給
米
は
郡
内
村
々
の
年
貢
米
の
内
か
ら
取
り
置
い
て
、
二
・
五
・
一
〇
各
月

の
三
季
に
分
け
て
渡
さ
れ
て
い
た
（
宇
野
11
・
52
） 

 

二
、「
鉄
山
一
件
」
と
小
針
忠
太
左
衛
門 

 

本
史
料
は
先
に
挙
げ
た
山
方
役
人
で
あ
る
小
針
忠
太
左
衛
門
が
職
務
上
の
覚

え
と
し
て
記
録
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
文
書
中
に
次
の

よ
う
な
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
〔
６
〕
。 

 

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
八
月
、
に
わ
か
に
郡
北
部
の
村
々
が
生
野
代
官
所
か

ら
乃
井
野
藩
預
地
へ
と
支
配
替
え
と
な
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
赤

西
・
天
小
屋
両
鉄
山
請
負
の
伺
書
を
勘
定
所
へ
差
し
出
す
準
備
を
進
め
て
い
た
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
生
野
代
官
所
か
ら
の
文
書
引
継
ぎ
が
遅
れ
て
、
一
一
月
の
請
負

期
月
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
を
恐
れ
た
乃
井
野
藩
担
当
者
が
、
小
針
に
文
書
の
控

は
な
い
か
と
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
小
針
が
所
持
し
て
い
た
「
こ
の
帳
面
」（「
鉄
山

一
件
」）
を
そ
の
場
で
提
出
し
た
の
で
、
急
場
が
切
り
抜
け
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。 

 

そ
の
と
き
、
こ
の
帳
面
が
「
役
所
留
記
」（
以
後
「
留
記
」
と
記
す
）
と
呼
ば
れ

た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
公
的
性
格
を
認
め
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
の

享
保
の
改
革
で
勘
定
所
に
職
務
と
し
て
留
役
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
文
書
を

整
理
し
文
書
目
録
を
作
成
し
た
り
、
職
務
記
録
と
し
て
留
書
・
留
帳
を
残
し
た
り

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
公
文
書
シ
ス
テ
ム
の
確
立
だ
と
評
さ
れ
る
が
、
乃
井

野
藩
の
対
応
を
見
る
か
ぎ
り
、
地
方
の
役
所
に
ま
で
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
及
ん
で
い

た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
こ
の
「
留
記
」
は
世
襲
で
業
務
を
引
き
継
ぐ
小

針
氏
が
必
要
に
迫
ら
れ
て
、
勤
務
上
の
参
考
と
し
て
書
き
留
め
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
小
針
忠
太
左
衛
門
の
勤
勉
実
直
な
勤
務
態
度
に

も
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
で
述
べ
る
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
勘
定
所
普

請
役
の
当
地
見
分
の
際
に
も
、
適
切
な
内
容
の
書
類
を
迅
速
に
作
成
し
た
と
賞
賛

さ
れ
て
い
る
〔
23
〕
。
こ
の
時
、
彼
自
身
も
普
請
役
へ
の
対
応
を
詳
細
に
記
録
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
記
録
が
「
後
々
当
役
所
被
勤
候
衆
中
後
学
ニ
も
可
相
成
哉
」
と

記
し
て
お
り
、
そ
の
活
用
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
〔
23

〕。
事
実
、
後
に

子
孫
が
職
務
内
容
の
明
細
を
記
し
た
「
勤
方
覚
方
」
が
作
成
で
き
た
の
も
、
こ
う

し
た
記
録
が
保
存
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
。 

 

だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
う
し
た
文
書
は
明
治
初
年
、
山
方
役
所
の
廃
止
に
と

も
な
い
廃
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
留
記
」
の
類
も
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
「
鉄

山
一
件
」
し
か
存
在
し
て
い
な
い
。
本
史
料
も
県
立
歴
史
博
物
館
が
た
ま
た
ま
古

書
店
か
ら
購
入
し
た
古
文
書
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
山
方
役
所

か
ら
流
出
し
た
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
山
方
役
所
文
書
と
し
て
今

に
伝
わ
る
の
は
、
同
役
所
の
襖
の
下
張
り
か
ら
発
見
さ
れ
た
僅
か
二
点
だ
け
で
あ

る
（
宇
野
114
・
115
）
。
な
お
、
今
ま
で
に
本
「
留
記
」
中
の
文
書
と
一
致
す
る
鉄
山

（
４
） 

（
５
） 
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る
（
宇
野
11
）
が
、
典
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
代
々
世
襲
で
あ
っ
て
勘
定
所
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
先

の
「
勤
方
覚
書
」
に
老
年
ま
た
は
病
身
と
な
っ
た
と
き
は
、
退
役
願
を
大
坂
城
代

を
通
し
て
勘
定
所
に
提
出
し
、「
御
勘
定
所
へ
御
伺
の
上
、
次
役
の
儀
も
仰
せ
付
け

ら
れ
来
り
候
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。
事
実
、『
大
坂
代
官
竹
垣

直
道
日
記
』
（
三
）
の
弘
化
二
年
一
一
月
の
項
に
、
地
役
人
杉
尾
慎
一
郎
に
対
し

「
（
父
）
仁
助
病
気
ニ
付
、
御
暇
明
跡
江
忰
慎
一
郎
御
抱
入
被
仰
付
取
来
、
御
給
米

被
下
候
段
申
渡
」
と
あ
る
。 

 

山
方
役
所
の
機
構
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
（
勤
方
覚
書
）
。
構
成
は
上
役
と
し

て
の
山
方
役
人
二
人
（
小
針
・
杉
尾
）
と
中
間
二
人
、
五
か
所
の
口
留
番
所
に
は

下
役
と
し
て
番
所
詰
五
人
と
中
間
三
人
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
運
上
林
の
監
視
の
た

め
に
百
姓
か
ら
任
命
さ
れ
た
山
守
一
四
人
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
山
方
役
人
ら
の

手
当
は
、
小
針
氏
が
一
〇
石
三
人
扶
持
、
杉
尾
氏
が
一
〇
石
五
斗
で
、
各
口
留
番

所
に
配
置
さ
れ
た
下
役
の
給
米
は
三
人
が
七
石
、
二
人
が
五
石
二
斗
五
升
で
あ
っ

た
。
給
米
は
郡
内
村
々
の
年
貢
米
の
内
か
ら
取
り
置
い
て
、
二
・
五
・
一
〇
各
月

の
三
季
に
分
け
て
渡
さ
れ
て
い
た
（
宇
野
11
・
52
） 

 

二
、「
鉄
山
一
件
」
と
小
針
忠
太
左
衛
門 

 

本
史
料
は
先
に
挙
げ
た
山
方
役
人
で
あ
る
小
針
忠
太
左
衛
門
が
職
務
上
の
覚

え
と
し
て
記
録
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
文
書
中
に
次
の

よ
う
な
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
〔
６
〕
。 

 

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
八
月
、
に
わ
か
に
郡
北
部
の
村
々
が
生
野
代
官
所
か

ら
乃
井
野
藩
預
地
へ
と
支
配
替
え
と
な
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
赤

西
・
天
小
屋
両
鉄
山
請
負
の
伺
書
を
勘
定
所
へ
差
し
出
す
準
備
を
進
め
て
い
た
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
生
野
代
官
所
か
ら
の
文
書
引
継
ぎ
が
遅
れ
て
、
一
一
月
の
請
負

期
月
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
を
恐
れ
た
乃
井
野
藩
担
当
者
が
、
小
針
に
文
書
の
控

は
な
い
か
と
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
小
針
が
所
持
し
て
い
た
「
こ
の
帳
面
」（「
鉄
山

一
件
」）
を
そ
の
場
で
提
出
し
た
の
で
、
急
場
が
切
り
抜
け
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。 

 

そ
の
と
き
、
こ
の
帳
面
が
「
役
所
留
記
」（
以
後
「
留
記
」
と
記
す
）
と
呼
ば
れ

た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
公
的
性
格
を
認
め
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
の

享
保
の
改
革
で
勘
定
所
に
職
務
と
し
て
留
役
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
文
書
を

整
理
し
文
書
目
録
を
作
成
し
た
り
、
職
務
記
録
と
し
て
留
書
・
留
帳
を
残
し
た
り

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
公
文
書
シ
ス
テ
ム
の
確
立
だ
と
評
さ
れ
る
が
、
乃
井

野
藩
の
対
応
を
見
る
か
ぎ
り
、
地
方
の
役
所
に
ま
で
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
及
ん
で
い

た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
こ
の
「
留
記
」
は
世
襲
で
業
務
を
引
き
継
ぐ
小

針
氏
が
必
要
に
迫
ら
れ
て
、
勤
務
上
の
参
考
と
し
て
書
き
留
め
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
小
針
忠
太
左
衛
門
の
勤
勉
実
直
な
勤
務
態
度
に

も
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
で
述
べ
る
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
勘
定
所
普

請
役
の
当
地
見
分
の
際
に
も
、
適
切
な
内
容
の
書
類
を
迅
速
に
作
成
し
た
と
賞
賛

さ
れ
て
い
る
〔
23
〕
。
こ
の
時
、
彼
自
身
も
普
請
役
へ
の
対
応
を
詳
細
に
記
録
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
記
録
が
「
後
々
当
役
所
被
勤
候
衆
中
後
学
ニ
も
可
相
成
哉
」
と

記
し
て
お
り
、
そ
の
活
用
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
〔
23

〕。
事
実
、
後
に

子
孫
が
職
務
内
容
の
明
細
を
記
し
た
「
勤
方
覚
方
」
が
作
成
で
き
た
の
も
、
こ
う

し
た
記
録
が
保
存
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
。 

 

だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
う
し
た
文
書
は
明
治
初
年
、
山
方
役
所
の
廃
止
に
と

も
な
い
廃
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
留
記
」
の
類
も
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
「
鉄

山
一
件
」
し
か
存
在
し
て
い
な
い
。
本
史
料
も
県
立
歴
史
博
物
館
が
た
ま
た
ま
古

書
店
か
ら
購
入
し
た
古
文
書
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
山
方
役
所

か
ら
流
出
し
た
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
山
方
役
所
文
書
と
し
て
今

に
伝
わ
る
の
は
、
同
役
所
の
襖
の
下
張
り
か
ら
発
見
さ
れ
た
僅
か
二
点
だ
け
で
あ

る
（
宇
野
114
・
115
）
。
な
お
、
今
ま
で
に
本
「
留
記
」
中
の
文
書
と
一
致
す
る
鉄
山

（
４
） 

（
５
） 

185 

 

請
負
文
書
が
二
点
（
宇
野
７
・
８
）
、
個
人
所
蔵
文
書
と
し
て
採
集
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
挙
げ
て
お
く
。 

 
こ
の
「
留
記
」
は
原
文
書
の
控
ま
た
は
写
で
あ
る
の
で
、
誤
字
・
脱
字
と
思
わ

れ
る
箇
所
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
編
者
で
気
づ
い
た
箇
所
は
、
そ
の
旨
を
注
記

し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
先
の
下
張
り
文
書
と
「
留

記
」
の
該
当
文
書
〔
22
〕
と
を
照
合
し
て
み
る
と
、
前
者
の
欠
損
部
分
を
補
う
こ
と

が
出
来
る
が
、
逆
に
「
留
記
」
の
方
で
削
除
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
三
カ
所

あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。
主
な
二
カ
所
は
「
忰
義
若
年
に
付
、〈
取
〆
悪
敷
身
上
ニ
罷

成
、
仕
入
等
も
渉
々
敷
不
仕
候
ニ
付
〉
鉄
吹
方
も
甚
猥
リ
ニ
罷
成
」
と
、「
入
札
ニ

被
仰
付
候
処
、〈
鍋
ケ
谷
之
儀
は
外
ニ
無
類
宜
敷
御
山
之
儀
故
〉
私
丈
夫
ニ
踏
込
ミ
」

で
あ
る
。〈 

〉
内
が
削
除
部
分
で
あ
る
が
、
文
意
を
補
足
説
明
す
る
こ
れ
ら
の
部

分
が
な
ぜ
削
除
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
以
前
の
吟
味
で
ほ
ぼ
同
様
の
説

明
を
し
て
い
る
の
で
繰
り
返
し
を
避
け
た
の
だ
と
考
え
る
と
、
下
張
り
文
書
は
案

文
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
最
後
の
署
名
押
印
の
部
分
が
欠
け
て
い
る
の
で

確
認
は
で
き
な
い
。 

 

山
方
役
人
は
代
々
世
襲
だ
と
述
べ
た
が
、
小
針
忠
太
左
衛
門
は
晩
年
ま
で
職
務

を
全
う
し
て
子
ど
も
に
引
き
継
い
で
い
る
。
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
と
三
年
の

生
野
代
官
所
文
書
（
宇
野
70
・
71
）
に
よ
る
と
、
五
五
年
に
わ
た
っ
て
職
務
に
精
励

し
て
き
た
忠
太
左
衛
門
が
八
〇
歳
を
迎
え
た
と
き
、
倅
の
覚
右
衛
門
に
跡
を
譲
り

た
い
と
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
代
官
布
施
孫
三
郎
が
勘
定
奉
行
を
通
じ
て
褒
美
を
申

請
し
、
老
中
松
平
信
明
か
ら
銀
五
枚
が
与
え
ら
れ
た
と
あ
る
。
た
だ
「
留
記
」
の

〔
23

〕
で
は
倅
は
栄
治
と
あ
る
の
で
、
別
の
倅
な
の
か
改
名
し
て
い
る
の
か
は
分

ら
な
い
。
小
針
氏
は
そ
の
後
、
忠
太
左
衛
門
の
孫
と
思
わ
れ
る
茂
久
平
が
安
政
六

年
（
一
八
五
九
）、
杉
尾
氏
と
連
名
で
「
勤
方
覚
書
」
を
提
出
す
る
な
ど
幕
末
ま
で

勤
め
て
お
り
、
屋
敷
跡
が
山
方
役
所
の
隣
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
当
地
に
子
孫
は

残
っ
て
い
な
い
。 

三
、
山
方
役
所
の
職
務
か
ら
見
た
本
史
料
の
性
格 

 

山
方
役
所
の
職
務
に
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
運
上
山
か
ら
の
運
上
銀
徴
収
が
あ

っ
た
。
小
葉
田
氏
の
研
究
か
ら
い
え
ば
、
宍
粟
郡
の
運
上
山
は
請
山
と
い
う
べ
き

か
も
し
れ
な
い
。
請
山
で
は
期
限
を
一
か
年
と
か
三
～
五
か
年
と
か
限
っ
て
運
上

額
を
入
札
し
、
請
負
人
が
運
上
を
納
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
規
模
な
金
・
銀
や

銅
山
と
違
っ
て
、
宍
粟
の
た
た
ら
製
鉄
で
は
幕
府
や
藩
が
生
産
に
直
接
関
与
す
る

こ
と
は
な
く
、
す
べ
て
請
負
人
で
あ
る
鉄
山
師
に
任
せ
て
い
る
。
山
方
役
所
が
た

た
ら
製
鉄
に
関
与
す
る
の
は
、
鉄
山
師
が
出
願
し
て
か
ら
勘
定
所
の
承
認
が
得
ら

れ
る
ま
で
の
過
程
で
あ
る
。
従
っ
て
「
留
記
」
は
そ
の
後
の
生
産
か
ら
流
通
に
い

た
る
た
た
ら
経
営
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
鉄
山
操
業
開
始
に
い
た

る
ま
で
の
申
請
と
許
可
を
め
ぐ
る
や
り
取
り
を
記
録
し
た
役
所
文
書
で
あ
る
。 

 

な
お
、
本
書
に
収
録
の
「
鉄
山
請
負
御
用
留
」
と
は
鉄
山
請
負
を
め
ぐ
っ
て
共

通
す
る
面
も
あ
る
が
、
申
請
す
る
側
と
吟
味
す
る
側
と
い
う
立
場
の
違
い
も
あ
る
。

さ
ら
に
時
代
の
推
移
を
映
し
て
用
語
や
文
書
の
様
式
で
大
き
な
変
化
が
認
め
ら

れ
、
山
方
役
所
の
決
済
手
続
き
の
整
備
や
文
書
の
定
型
化
が
う
か
が
え
る
よ
う
で

興
味
深
い
。 

 

た
た
ら
経
営
は
支
配
役
所
（
代
官
所
）
が
鉄
山
請
負
人
を
募
集
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
鍋
ケ
谷
鉄
山
の
場
合
〔
22
〕
は
二
人
の
競
争

と
な
り
、
入
札
者
は
思
い
切
っ
て
高
値
で
落
札
し
た
と
言
っ
て
い
る
が
、「
留
記
」

の
記
録
に
限
っ
て
言
え
ば
、
こ
れ
は
例
外
で
、
そ
れ
以
外
は
跡
受
継
か
場
所
替
え

で
の
出
願
で
あ
り
、
ほ
か
に
希
望
者
が
な
く
入
札
な
し
と
な
っ
て
い
る
。 

請
負
人
は
ま
ず
山
方
役
人
と
の
間
で
請
負
条
件
に
つ
い
て
折
衝
し
、
一
応
調
っ

た
あ
と
、
支
配
役
所
（
代
官
所
か
預
所
乃
井
野
藩
）
へ
請
負
願
書
を
提
出
す
る
。

本
文
書
の
場
合
は
大
部
分
が
預
所
だ
が
、
そ
こ
で
さ
ら
に
吟
味
を
行
っ
た
後
、
江

戸
藩
邸
を
通
し
て
勘
定
所
へ
伺
書
（
吟
味
書
を
添
え
て
）
が
提
出
さ
れ
る
。
山
方

役
人
は
吟
味
に
立
ち
会
い
意
見
は
述
べ
て
い
る
が
、
決
定
に
は
与
っ
て
い
な
い
。
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勘
定
所
で
も
な
お
評
議
が
あ
っ
て
請
負
条
件
の
変
更
が
あ
っ
た
り
、
差
し
戻
し
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
文
書
は
江
戸
表
飛
脚
便
で
往
復
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
こ
の
間
の
や
り
取
り
は
ほ
ぼ
三
ヵ
月
程
度
で
あ
る
。
中
に
は
高
羅
山
鉄
山

の
場
合
の
よ
う
に
三
年
越
し
の
交
渉
と
な
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
〔
22
・
24
〕
。
請
負

が
認
め
ら
れ
る
と
、
伺
書
の
裏
書
か
別
紙
（
附
箋
）
で
通
知
が
あ
る
。
こ
れ
を
証

文
ま
た
は
附
書
と
い
っ
て
い
る
。
証
文
に
は
勘
定
奉
行
以
下
勘
定
所
役
人
一
〇
人

前
後
の
押
印
が
あ
る
。
当
時
、
経
済
政
策
の
要
に
い
た
と
い
う
勘
定
奉
行
勝
手
方

石
谷
清
昌
（
備
後
守
、
在
任
宝
暦
九
年
～
安
永
八
年
）
と
思
わ
れ
る
名
前
も
見
え

る
。
請
負
が
承
認
さ
れ
る
と
、
請
負
人
は
改
め
て
請
負
証
文
・
家
質
証
文
を
差
し

入
れ
、
山
方
役
人
が
現
地
に
赴
い
て
、
承
認
さ
れ
た
鉄
山
の
境
界
を
示
す
傍
示
杭

を
周
囲
五
ヵ
所
に
建
て
て
い
る
（
図
１
）。 

 

 

い
ず
れ
の
場
合
で
も
こ
う
し
た
一
連
の
手
続
き
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
だ
が
、
す

べ
て
の
書
類
が
一
式
揃
っ
て
残
っ
て
い
る
場
合
は
少
な
く
、
表
１
で
見
る
よ
う
に

こ
の
時
代
を
通
し
て
七
例
だ
け
で
あ
る
〔
３
・
４
・
８
・
21
・
24
・
25
〕
。
伺
書
・
証

文
が
欠
け
て
い
る
例
が
多
い
の
は
、
こ
れ
は
江
戸
表
で
の
交
渉
で
あ
っ
て
、
山
方

役
所
の
関
与
の
外
で
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
証
文
は
鉄
山
請
負
を
証
す
る

重
要
な
公
文
書
の
は
ず
だ
が
、
こ
れ
が
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
も
、
や
は

り
、
本
「
留
記
」
は
山
方
役
所
の
公
式
記
録
で
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

 

な
お
、
石
川
準
吉
氏
が
代
官
所
と
勘
定
所
と
の
往
復
文
書
「
生
野
代
官
よ
り
勘

定
奉
行
に
対
す
る
稟
伺
と
そ
の
回
答
」
を
翻
刻
公
刊
し
て
い
る
（『
生
野
銀
山
と
生

野
代
官
』）
が
、
伺
書
の
内
容
（
銀
山
経
営
）
や
分
析
視
点
（
代
官
制
度
）
が
異
な

る
の
で
、
参
考
に
は
な
る
が
同
一
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
。 

 

四
、
勘
定
所
支
配
と
普
請
役
の
見
分 

 

「
留
記
」
が
記
録
し
て
い
る
の
は
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
か
ら
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
）
ま
で
の
三
八
年
間
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
田
沼
意
次
が
実
権
を
握

っ
て
い
た
時
代
（
一
七
五
八
～
八
六
）
と
重
な
っ
て
い
る
。
当
時
既
に
年
貢
の
増

徴
は
限
界
に
き
て
お
り
、
年
貢
収
入
だ
け
で
は
幕
府
財
政
が
維
持
で
き
な
く
な
っ

て
い
た
頃
で
あ
る
。
幕
府
は
政
策
を
重
農
主
義
か
ら
い
わ
ゆ
る
重
商
主
義
政
策
へ

と
転
換
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
お
り
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
鉄
座
の
設

置
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
鉄
を
安
く
買
い
入
れ
て
独
占
的
に
高
く
販
売
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
の
請
負
願
書
〔
19

〕
で
は
、
鉄
値
段

が
「
下
直
ニ
而
八
拾
目
内
外
ニ
相
成
」、「
甚
難
渋
仕
、
相
続
難
仕
ニ
付
」
と
苦
境

を
訴
え
て
い
る
。
勘
定
所
に
あ
か
ら
さ
ま
に
鉄
座
の
せ
い
だ
と
は
書
け
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
の
に
。
一
方
、
当
の
勘
定
所
は
い
か
に
し
て
財
源
を
確
保
す
る
か

が
至
上
命
令
と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
。
運
上
銀
は
「
定
小
物
成
で

は
な
い
」
と
い
っ
て
、
勘
定
所
が
、
ま
た
そ
の
意
を
受
け
た
預
所
が
鉄
山
請
負
人

（
６
） 

  

 

              勘定所（幕府） 

 

              ③伺書  ④証文（許可） 大坂金藏 

                     

 

                 江戸屋敷 
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                 乃井野陣屋 

 

          ④  ⑤ 

 

                 山方役所       ⑥榜示杭 
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                   （乃井野藩預り所） 

 

① 
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図１ 鉄山請負申請から稼行までの流れ 

（三日月藩） 

家質証文
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勘
定
所
で
も
な
お
評
議
が
あ
っ
て
請
負
条
件
の
変
更
が
あ
っ
た
り
、
差
し
戻
し
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
文
書
は
江
戸
表
飛
脚
便
で
往
復
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
こ
の
間
の
や
り
取
り
は
ほ
ぼ
三
ヵ
月
程
度
で
あ
る
。
中
に
は
高
羅
山
鉄
山

の
場
合
の
よ
う
に
三
年
越
し
の
交
渉
と
な
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
〔
22
・
24
〕
。
請
負

が
認
め
ら
れ
る
と
、
伺
書
の
裏
書
か
別
紙
（
附
箋
）
で
通
知
が
あ
る
。
こ
れ
を
証

文
ま
た
は
附
書
と
い
っ
て
い
る
。
証
文
に
は
勘
定
奉
行
以
下
勘
定
所
役
人
一
〇
人

前
後
の
押
印
が
あ
る
。
当
時
、
経
済
政
策
の
要
に
い
た
と
い
う
勘
定
奉
行
勝
手
方

石
谷
清
昌
（
備
後
守
、
在
任
宝
暦
九
年
～
安
永
八
年
）
と
思
わ
れ
る
名
前
も
見
え

る
。
請
負
が
承
認
さ
れ
る
と
、
請
負
人
は
改
め
て
請
負
証
文
・
家
質
証
文
を
差
し

入
れ
、
山
方
役
人
が
現
地
に
赴
い
て
、
承
認
さ
れ
た
鉄
山
の
境
界
を
示
す
傍
示
杭

を
周
囲
五
ヵ
所
に
建
て
て
い
る
（
図
１
）。 

 

 

い
ず
れ
の
場
合
で
も
こ
う
し
た
一
連
の
手
続
き
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
だ
が
、
す

べ
て
の
書
類
が
一
式
揃
っ
て
残
っ
て
い
る
場
合
は
少
な
く
、
表
１
で
見
る
よ
う
に

こ
の
時
代
を
通
し
て
七
例
だ
け
で
あ
る
〔
３
・
４
・
８
・
21
・
24
・
25
〕
。
伺
書
・
証

文
が
欠
け
て
い
る
例
が
多
い
の
は
、
こ
れ
は
江
戸
表
で
の
交
渉
で
あ
っ
て
、
山
方

役
所
の
関
与
の
外
で
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
証
文
は
鉄
山
請
負
を
証
す
る

重
要
な
公
文
書
の
は
ず
だ
が
、
こ
れ
が
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
も
、
や
は

り
、
本
「
留
記
」
は
山
方
役
所
の
公
式
記
録
で
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

 

な
お
、
石
川
準
吉
氏
が
代
官
所
と
勘
定
所
と
の
往
復
文
書
「
生
野
代
官
よ
り
勘

定
奉
行
に
対
す
る
稟
伺
と
そ
の
回
答
」
を
翻
刻
公
刊
し
て
い
る
（『
生
野
銀
山
と
生

野
代
官
』）
が
、
伺
書
の
内
容
（
銀
山
経
営
）
や
分
析
視
点
（
代
官
制
度
）
が
異
な

る
の
で
、
参
考
に
は
な
る
が
同
一
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
。 

 

四
、
勘
定
所
支
配
と
普
請
役
の
見
分 

 

「
留
記
」
が
記
録
し
て
い
る
の
は
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
か
ら
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
）
ま
で
の
三
八
年
間
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
田
沼
意
次
が
実
権
を
握

っ
て
い
た
時
代
（
一
七
五
八
～
八
六
）
と
重
な
っ
て
い
る
。
当
時
既
に
年
貢
の
増

徴
は
限
界
に
き
て
お
り
、
年
貢
収
入
だ
け
で
は
幕
府
財
政
が
維
持
で
き
な
く
な
っ

て
い
た
頃
で
あ
る
。
幕
府
は
政
策
を
重
農
主
義
か
ら
い
わ
ゆ
る
重
商
主
義
政
策
へ

と
転
換
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
お
り
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
鉄
座
の
設

置
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
鉄
を
安
く
買
い
入
れ
て
独
占
的
に
高
く
販
売
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
の
請
負
願
書
〔
19

〕
で
は
、
鉄
値
段

が
「
下
直
ニ
而
八
拾
目
内
外
ニ
相
成
」、「
甚
難
渋
仕
、
相
続
難
仕
ニ
付
」
と
苦
境

を
訴
え
て
い
る
。
勘
定
所
に
あ
か
ら
さ
ま
に
鉄
座
の
せ
い
だ
と
は
書
け
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
の
に
。
一
方
、
当
の
勘
定
所
は
い
か
に
し
て
財
源
を
確
保
す
る
か

が
至
上
命
令
と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
。
運
上
銀
は
「
定
小
物
成
で

は
な
い
」
と
い
っ
て
、
勘
定
所
が
、
ま
た
そ
の
意
を
受
け
た
預
所
が
鉄
山
請
負
人

（
６
） 
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表１ 決済関係文書一覧 

 山名 請負人 請負年 請負願書 伺書 証文・附紙 請負証文 家質証文 傍示杭 

1 有賀原鉄山 鳩屋 宝暦 6 

 

〇   〇 〇 〇 

斎木村 鳩屋    〇 〇  

2 高羅山 湊屋 宝暦７ 〇   〇 〇  

3 赤西山 鳩屋 宝暦８ 〇 〇 〇   〇 

斎木村 鳩屋 〇 〇 〇    

高羅山 湊屋 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

4 赤西山 鳩屋 宝暦９ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

斎木村 鳩屋 〇 〇 〇 〇 〇  

天小屋山 湊屋 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

5 斎木村 鳩屋 宝暦 11 

 

    〇  

赤西村 鳩屋      〇 

6 赤西山 鳩屋 明和元 

 

〇◎   〇 〇  

斎木村 鳩屋 〇   〇 〇  

天小屋 湊屋 〇   〇 〇  

7 池田山 湊屋 明和２ 〇 〇 〇 〇 〇  

8 鍵掛山 鳩屋 明和４ 

 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 

斎木村 鳩屋 〇 〇 〇 〇 〇  

9 池田山 湊屋 明和５ 〇   〇 〇  

10 鍵掛山 鳩屋 明和６ 

 

〇 〇 〇 〇 〇  

斎木村 鳩屋    〇 〇  

11 鍵掛山 鳩屋 明和９ 

 

〇   〇 〇  

斎木村 鳩屋 〇   〇 〇  

12 三久庵 鳩屋 安永２ 

 

〇   〇 〇  

斎木村 鳩屋 〇   〇 〇  

13 一ノ谷山 湊屋 安永６    〇 〇  

14 三久庵 鳩屋 安永７ 

 

〇   〇 〇  

斎木村 鳩屋 〇   〇 〇  

15 鍋ケ谷 鳩屋 安永９ 〇   〇 〇  

16 音水 鳩屋 安永 10 

 

   〇 〇  

斎木村 鳩屋    〇 〇  

17 鍋ケ谷 鳩屋 天明 3 〇   〇 〇  
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出典：「金山一件」 

(※)網掛け箇所は湊屋請負分を示す。 

(※)請負願書のうち、◎は再度、●は再再度提出されていることを示す。 

(※)表の番号は文書群番号を示す。 

 山名 請負人 請負年 請負願書 伺書 証文・附紙 請負証文 家質証文 傍示杭 

18 鍋ケ谷 鳩屋 天明 6 〇   〇 〇  

19 音水 鳩屋 天明 6 

 

〇   〇 〇  

斎木村 鳩屋    〇 〇  

20 音水 鳩屋 天明 9 〇   〇 〇  

斎木村 鳩屋 〇   〇 〇  

21 万ケ谷 鳩屋 寛政 3 

 

◎● 〇 〇 〇 〇 〇 

斎木村 鳩屋 ◎● 〇 〇 〇 〇  

22 高羅山 鳩屋 ＊天明８ 〇◎● 〇     

24 高羅山(続) 鳩屋 天明８  〇 〇 〇 〇 〇 

25 高羅山 鳩屋 寛政５ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 

26 万ケ谷 鳩屋 寛政６ 

 

○ ○ ○ 〇 〇 △ 

斎木村 鳩屋 ○ ○ ○ 〇 〇 △ 
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に
執
拗
に
運
上
銀
の
増
額
を
迫
っ
て
い
た
背
景
が
、
こ
こ
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。 

運
上
銀
算
定
の
基
準
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
が
分
ら
な
い
と
、
当
地
で
は
今
ま
で

言
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、「
留
記
」
に
記
録
さ
れ
た
折
衝
を
見
る
限
り
で
言
え
る
の

は
、
勘
定
所
（
乃
井
野
藩
）
側
に
は
た
た
ら
製
鉄
に
必
要
な
経
費
を
査
定
し
た
り
、

鉄
価
や
米
価
の
市
場
動
向
を
見
極
め
た
り
し
た
う
え
で
運
上
高
を
決
定
す
る
と

い
っ
た
手
続
き
は
な
く
、
契
約
更
新
ご
と
に
た
だ
そ
れ
ま
で
よ
り
さ
ら
に
増
額
を

と
要
求
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。「
何
分
に
も
増
額
無
之
候
而
は
御
伺
難
被
成
間
、

是
非
可
相
増
旨
被
仰
渡
」
と
い
う
の
が
請
負
願
書
で
は
決
ま
り
文
句
と
な
っ
て
い

る
。
勘
定
所
が
増
額
で
な
け
れ
ば
受
け
付
け
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
勘
定
所
は
、
鉄
山
で
あ
れ
ば
、
山
の
大
小
や
年
季
の
長
短
は
と
も
か
く
ど
の

鉄
山
で
も
生
産
力
に
変
わ
り
は
な
い
と
い
う
〔
２２
〕
。
鉄
砂
と
炭
だ
け
を
使
う
鉄
山

は
他
の
鉱
山
と
比
べ
て
生
産
性
に
余
り
変
動
は
な
い
と
見
ら
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
請
負
人
が
、
山
に
よ
っ
て
鉄
砂
に
も
炭
に
も
質
の
違
い
が
生
ま
れ
、
生
産

高
や
製
品
の
質
に
影
響
す
る
と
主
張
し
て
も
納
得
し
て
も
ら
え
て
い
な
い
し
、
新

規
場
所
替
え
で
は
道
・
橋
の
普
請
か
ら
鑪
場
・
下
財
居
小
屋
の
建
築
ま
で
経
費
が

か
さ
む
と
主
張
し
て
も
考
慮
さ
れ
た
跡
が
み
ら
れ
な
い
。
吟
味
が
二
度
三
度
と
繰

り
返
さ
れ
た
あ
と
最
後
は
、
御
留
山
と
な
っ
て
は
抱
え
の
下
財
（
山
内
労
働
者
）

に
難
儀
が
及
ぶ
で
あ
ろ
う
と
か
、
鉄
山
付
の
村
々
が
困
窮
す
る
で
は
な
い
か
と
言

い
出
さ
れ
、
そ
の
言
い
分
を
「
千
万
難
黙
止
」
と
受
け
入
れ
、
運
上
銀
増
で
請
負

人
側
が
妥
協
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
実
態
は
表
２
が
示
す
通
り
で
あ

る
。 

 
と
こ
ろ
が
一
度
、
吟
味
が
行
き
詰
ま
っ
て
、
勘
定
所
役
人
が
現
地
を
見
分
す
る

と
い
う
事
態
に
発
展
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
高
羅
山

鉄
山
の
請
負
申
請
の
時
で
あ
る
。 

 

勘
定
所
役
人
の
伺
方
は
各
地
の
代
官
や
預
所
役
人
か
ら
小
物
成
や
諸
運
上
に

つ
い
て
伺
書
が
提
出
さ
れ
る
と
、
吟
味
し
、
そ
の
運
上
高
の
是
非
を
は
か
っ
て
い

た
。
書
類
上
の
審
査
だ
け
で
は
な
く
全
国
に
派
遣
さ
れ
て
実
地
見
分
も
し
て
い
た

と
い
う
。
実
は
『
た
た
ら
と
村
』
に
、
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
に
勘
定
所
役

人
二
人
が
宍
粟
郡
鉄
山
調
査
に
来
郡
し
た
と
あ
る
の
だ
が
、
史
料
上
確
認
で
き
な

い
し
、
こ
の
「
留
記
」
に
も
ま
っ
た
く
出
て
こ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い

こ
と
に
す
る
。 

勘
定
所
役
人
の
見
分
は
、
乃
井
野
藩
に
と
っ
て
も
山
方
役
人
に
と
っ
て
も
、
こ

の
時
期
最
も
重
大
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
と
の
始
ま
り
は
天
明
七
年
（
一
七
八

七
）
五
月
に
、
請
負
人
鳩
屋
が
請
負
鉄
山
を
鍋
ケ
谷
か
ら
高
羅
山
へ
と
場
所
替
え

を
願
い
出
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
問
題
は
一
か
年
運
上
銀
高
が
五
貫
三
五
五
匁
か
ら

一
貫
二
九
〇
目
へ
と
激
減
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
山
方
役
人
と
乃
井
野
藩
が
三

回
に
わ
た
っ
て
吟
味
を
繰
り
返
し
、
よ
う
や
く
鳩
屋
に
一
貫
五
〇
〇
目
ま
で
増
額

さ
せ
た
が
、
そ
れ
以
上
は
無
理
だ
と
応
じ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
実
情
を
み
る

と
、
連
年
凶
作
続
き
（
天
明
の
飢
饉
）
で
米
価
が
高
騰
し
、「
山
内
大
勢
の
も
の
及

飢
候
」
と
い
い
、
拝
借
米
を
願
い
出
、
雑
穀
な
ど
買
い
集
め
、
よ
う
や
く
露
命
を

つ
な
ぐ
有
様
だ
っ
た
と
あ
る
。
一
方
千
草
谷
の
村
々
か
ら
は
「
鉄
山
稼
無
御
座
候

而
ハ
誠
ニ
必
至
と
及
難
儀
候
」
と
窮
状
を
訴
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
実
情
を

踏
ま
え
て
到
底
こ
れ
以
上
の
増
額
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
運
上
高
で
同
年
八
月
、
勘
定
所
へ
伺
書
を
提
出
し
た
の
だ
が
、
や
は
り
受
理

さ
れ
ず
差
し
戻
し
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
貫
五
四
〇
目
ま
で
上
げ
さ
せ
て
、
一
二

月
の
年
季
明
き
も
迫
っ
て
い
た
の
で
急
ぎ
九
月
に
再
提
出
し
た
。
こ
の
と
き
経
営

の
内
情
を
説
明
す
る
の
に
数
字
を
具
体
的
に
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
当
時
の
た

た
ら
経
営
の
実
態
が
窺
わ
れ
る
数
少
な
い
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
翌
八

年
、
半
年
も
過
ぎ
た
四
月
に
な
っ
て
、
勘
定
所
か
ら
宍
粟
郡
運
上
山
鉄
山
稼
一
覧

の
提
出
を
命
じ
ら
れ
た
。
吟
味
方
桜
井
徳
右
衛
門
の
指
示
と
あ
る
の
で
、
こ
の
件

が
監
査
機
関
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
八
月
、
桜
井
か
ら
大
幅
な
減
額
は
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出典：「金山一件」 

(※)網掛け箇所は湊屋請負分を示す。 

(※)請負願書のうち、◎は再度、●は再再度提出されていることを示す。 

(※)表の番号は文書群番号を示す。 

 山名 請負人 請負年 請負願書 伺書 証文・附紙 請負証文 家質証文 傍示杭 

18 鍋ケ谷 鳩屋 天明 6 〇   〇 〇  

19 音水 鳩屋 天明 6 

 

〇   〇 〇  

斎木村 鳩屋    〇 〇  

20 音水 鳩屋 天明 9 〇   〇 〇  

斎木村 鳩屋 〇   〇 〇  

21 万ケ谷 鳩屋 寛政 3 

 

◎● 〇 〇 〇 〇 〇 

斎木村 鳩屋 ◎● 〇 〇 〇 〇  

22 高羅山 鳩屋 ＊天明８ 〇◎● 〇     

24 高羅山(続) 鳩屋 天明８  〇 〇 〇 〇 〇 

25 高羅山 鳩屋 寛政５ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 

26 万ケ谷 鳩屋 寛政６ 

 

○ ○ ○ 〇 〇 △ 

斎木村 鳩屋 ○ ○ ○ 〇 〇 △ 

表2　播磨国宍粟郡における鉄山請負状況

地域 種類 村名 山名 請負人 請負期間 年数 運上銀（匁） 運上銀額増減 備考

揖保川 鉄山 皆木村 有賀原山 千草屋源右衛門 1755/11～1756/10 1 3,784.00 請負期間中に中絶

鳩屋孫右衛門 1756/11～1758/10 2 3,784.00 千草屋より請負引継

原村 赤西山 鳩屋孫右衛門 1758/11～1759/10 1 3,784.00 有賀原山より移転

1759/11～1761/10 2 3,827.00 43匁増 請負継続

1761/11～1764/10 3 3,827.00 請負継続

1764/11～1766/10 2 3,848.50 21匁5分増 請負継続

原村 鍵掛山 鳩屋孫右衛門 1767/01～1768/12 2 3,848.50 赤西山より移転

1769/01～1771/12 3 3,863.00 14匁5分増 請負継続

1772/01～1772/12 1 3,875.00 12匁増 請負継続

引原村 三久庵山 鳩屋孫右衛門 1773/01～1777/12 5 3,900.00 25匁増 鍵掛山より移転

1778/01～1780/12 3 3,915.00 15匁増 請負継続

引原村 音水山 鳩屋孫右衛門 1781/01～1785/12 5 3,935.00 請負継続ヵ

1786/01～1788/12 3 3,940.00 5匁増 請負継続

1789/01～1790/12 2 3,950.00 10匁増 請負継続

引原村 万ヶ谷山 鳩屋孫右衛門 1791/01～1793/12 3 3,958.60 8匁6分増 音水山より移転

1794/01～1796/12 3 3,970.00 11匁4分増 請負継続

鉄砂流山 斎木村 千草屋源右衛門 1755/11～1756/10 1 1,204.00 請負期間中に中絶

鳩屋孫右衛門 1756/11～1758/10 2 1,204.00 千草屋より請負引継

1758/11～1759/10 1 1,204.00 請負継続

1759/11～1761/10 2 1,247.00 43匁増 請負継続

1761/11～1764/10 3 1,247.00 請負継続

1764/11～1766/10 2 1,255.60 8匁6分増 請負継続

1767/01～1768/12 2 1,270.00 14匁4分増 請負継続

1769/01～1771/12 3 1,270.00 請負継続

1772/01～1772/12 1 1,270.00 請負継続

1773/01～1777/12 5 1,270.00 請負継続

1778/01～1780/12 3 1,270.00 請負継続

1781/01～1785/12 5 1,270.00 請負継続

1786/01～1788/12 3 1,270.00 請負継続

1789/01～1790/12 2 1,270.00 請負継続

1791/01～1793/12 3 1,270.00 請負継続

1794/01～1796/12 3 1,270.00 請負継続

千種川 鉄山 東河内村 高羅山 湊屋徳兵衛 1757/12～1758/11 1 1,290.00 新規請負

1758/12～1759/11 1 1,290.00 請負継続

西河内村 天小屋山 湊屋徳兵衛 1759/12～1764/11 5 1,333.00 43匁増 高羅山より移転

1764/12～1765/11 1 1,341.60 8匁6分増 請負継続

西河内村 池田山 湊屋徳兵衛 1765/12～1767/11 2 1,350.00 8匁4分増 天小屋山より移転

1768/01～1769/12 2 1,361.50 11匁5分増 請負継続

西河内村 一ノ谷山 湊屋徳兵衛 1777/01～1779/12 3 1,430.00 請負継続ヵ

西河内村 鍋ヶ谷山 鳩屋孫右衛門 1780/01～1782/12 3 5,335.69 3貫905匁6分9厘増 一ノ谷山より改名

1783/01～1785/12 3 5,350.69 15匁増 請負継続

1786/01～1787/12 2 5,355.00 4匁3分1厘増 請負継続

東河内村 高羅山 鳩屋孫右衛門 1788/01～1792/12 5 1,570.00 3貫785匁減 鍋ヶ谷山より移転

1793/01～1797/12 5 1,585.00 15匁増 請負継続

※笠井今日子「「鉄山一件」からみる一八世紀後期播磨国宍粟郡のたたら製鉄」より
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に
執
拗
に
運
上
銀
の
増
額
を
迫
っ
て
い
た
背
景
が
、
こ
こ
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。 

運
上
銀
算
定
の
基
準
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
が
分
ら
な
い
と
、
当
地
で
は
今
ま
で

言
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、「
留
記
」
に
記
録
さ
れ
た
折
衝
を
見
る
限
り
で
言
え
る
の

は
、
勘
定
所
（
乃
井
野
藩
）
側
に
は
た
た
ら
製
鉄
に
必
要
な
経
費
を
査
定
し
た
り
、

鉄
価
や
米
価
の
市
場
動
向
を
見
極
め
た
り
し
た
う
え
で
運
上
高
を
決
定
す
る
と

い
っ
た
手
続
き
は
な
く
、
契
約
更
新
ご
と
に
た
だ
そ
れ
ま
で
よ
り
さ
ら
に
増
額
を

と
要
求
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。「
何
分
に
も
増
額
無
之
候
而
は
御
伺
難
被
成
間
、

是
非
可
相
増
旨
被
仰
渡
」
と
い
う
の
が
請
負
願
書
で
は
決
ま
り
文
句
と
な
っ
て
い

る
。
勘
定
所
が
増
額
で
な
け
れ
ば
受
け
付
け
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
勘
定
所
は
、
鉄
山
で
あ
れ
ば
、
山
の
大
小
や
年
季
の
長
短
は
と
も
か
く
ど
の

鉄
山
で
も
生
産
力
に
変
わ
り
は
な
い
と
い
う
〔
２２
〕
。
鉄
砂
と
炭
だ
け
を
使
う
鉄
山

は
他
の
鉱
山
と
比
べ
て
生
産
性
に
余
り
変
動
は
な
い
と
見
ら
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
請
負
人
が
、
山
に
よ
っ
て
鉄
砂
に
も
炭
に
も
質
の
違
い
が
生
ま
れ
、
生
産

高
や
製
品
の
質
に
影
響
す
る
と
主
張
し
て
も
納
得
し
て
も
ら
え
て
い
な
い
し
、
新

規
場
所
替
え
で
は
道
・
橋
の
普
請
か
ら
鑪
場
・
下
財
居
小
屋
の
建
築
ま
で
経
費
が

か
さ
む
と
主
張
し
て
も
考
慮
さ
れ
た
跡
が
み
ら
れ
な
い
。
吟
味
が
二
度
三
度
と
繰

り
返
さ
れ
た
あ
と
最
後
は
、
御
留
山
と
な
っ
て
は
抱
え
の
下
財
（
山
内
労
働
者
）

に
難
儀
が
及
ぶ
で
あ
ろ
う
と
か
、
鉄
山
付
の
村
々
が
困
窮
す
る
で
は
な
い
か
と
言

い
出
さ
れ
、
そ
の
言
い
分
を
「
千
万
難
黙
止
」
と
受
け
入
れ
、
運
上
銀
増
で
請
負

人
側
が
妥
協
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
実
態
は
表
２
が
示
す
通
り
で
あ

る
。 

 

と
こ
ろ
が
一
度
、
吟
味
が
行
き
詰
ま
っ
て
、
勘
定
所
役
人
が
現
地
を
見
分
す
る

と
い
う
事
態
に
発
展
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
高
羅
山

鉄
山
の
請
負
申
請
の
時
で
あ
る
。 

 

勘
定
所
役
人
の
伺
方
は
各
地
の
代
官
や
預
所
役
人
か
ら
小
物
成
や
諸
運
上
に

つ
い
て
伺
書
が
提
出
さ
れ
る
と
、
吟
味
し
、
そ
の
運
上
高
の
是
非
を
は
か
っ
て
い

た
。
書
類
上
の
審
査
だ
け
で
は
な
く
全
国
に
派
遣
さ
れ
て
実
地
見
分
も
し
て
い
た

と
い
う
。
実
は
『
た
た
ら
と
村
』
に
、
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
に
勘
定
所
役

人
二
人
が
宍
粟
郡
鉄
山
調
査
に
来
郡
し
た
と
あ
る
の
だ
が
、
史
料
上
確
認
で
き
な

い
し
、
こ
の
「
留
記
」
に
も
ま
っ
た
く
出
て
こ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い

こ
と
に
す
る
。 

勘
定
所
役
人
の
見
分
は
、
乃
井
野
藩
に
と
っ
て
も
山
方
役
人
に
と
っ
て
も
、
こ

の
時
期
最
も
重
大
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
と
の
始
ま
り
は
天
明
七
年
（
一
七
八

七
）
五
月
に
、
請
負
人
鳩
屋
が
請
負
鉄
山
を
鍋
ケ
谷
か
ら
高
羅
山
へ
と
場
所
替
え

を
願
い
出
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
問
題
は
一
か
年
運
上
銀
高
が
五
貫
三
五
五
匁
か
ら

一
貫
二
九
〇
目
へ
と
激
減
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
山
方
役
人
と
乃
井
野
藩
が
三

回
に
わ
た
っ
て
吟
味
を
繰
り
返
し
、
よ
う
や
く
鳩
屋
に
一
貫
五
〇
〇
目
ま
で
増
額

さ
せ
た
が
、
そ
れ
以
上
は
無
理
だ
と
応
じ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
実
情
を
み
る

と
、
連
年
凶
作
続
き
（
天
明
の
飢
饉
）
で
米
価
が
高
騰
し
、「
山
内
大
勢
の
も
の
及

飢
候
」
と
い
い
、
拝
借
米
を
願
い
出
、
雑
穀
な
ど
買
い
集
め
、
よ
う
や
く
露
命
を

つ
な
ぐ
有
様
だ
っ
た
と
あ
る
。
一
方
千
草
谷
の
村
々
か
ら
は
「
鉄
山
稼
無
御
座
候

而
ハ
誠
ニ
必
至
と
及
難
儀
候
」
と
窮
状
を
訴
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
実
情
を

踏
ま
え
て
到
底
こ
れ
以
上
の
増
額
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
運
上
高
で
同
年
八
月
、
勘
定
所
へ
伺
書
を
提
出
し
た
の
だ
が
、
や
は
り
受
理

さ
れ
ず
差
し
戻
し
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
貫
五
四
〇
目
ま
で
上
げ
さ
せ
て
、
一
二

月
の
年
季
明
き
も
迫
っ
て
い
た
の
で
急
ぎ
九
月
に
再
提
出
し
た
。
こ
の
と
き
経
営

の
内
情
を
説
明
す
る
の
に
数
字
を
具
体
的
に
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
当
時
の
た

た
ら
経
営
の
実
態
が
窺
わ
れ
る
数
少
な
い
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
翌
八

年
、
半
年
も
過
ぎ
た
四
月
に
な
っ
て
、
勘
定
所
か
ら
宍
粟
郡
運
上
山
鉄
山
稼
一
覧

の
提
出
を
命
じ
ら
れ
た
。
吟
味
方
桜
井
徳
右
衛
門
の
指
示
と
あ
る
の
で
、
こ
の
件

が
監
査
機
関
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
八
月
、
桜
井
か
ら
大
幅
な
減
額
は

3貫905匁6分9厘増
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に
執
拗
に
運
上
銀
の
増
額
を
迫
っ
て
い
た
背
景
が
、
こ
こ
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。 

運
上
銀
算
定
の
基
準
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
が
分
ら
な
い
と
、
当
地
で
は
今
ま
で

言
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、「
留
記
」
に
記
録
さ
れ
た
折
衝
を
見
る
限
り
で
言
え
る
の

は
、
勘
定
所
（
乃
井
野
藩
）
側
に
は
た
た
ら
製
鉄
に
必
要
な
経
費
を
査
定
し
た
り
、

鉄
価
や
米
価
の
市
場
動
向
を
見
極
め
た
り
し
た
う
え
で
運
上
高
を
決
定
す
る
と

い
っ
た
手
続
き
は
な
く
、
契
約
更
新
ご
と
に
た
だ
そ
れ
ま
で
よ
り
さ
ら
に
増
額
を

と
要
求
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。「
何
分
に
も
増
額
無
之
候
而
は
御
伺
難
被
成
間
、

是
非
可
相
増
旨
被
仰
渡
」
と
い
う
の
が
請
負
願
書
で
は
決
ま
り
文
句
と
な
っ
て
い

る
。
勘
定
所
が
増
額
で
な
け
れ
ば
受
け
付
け
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
勘
定
所
は
、
鉄
山
で
あ
れ
ば
、
山
の
大
小
や
年
季
の
長
短
は
と
も
か
く
ど
の

鉄
山
で
も
生
産
力
に
変
わ
り
は
な
い
と
い
う
〔
２２
〕
。
鉄
砂
と
炭
だ
け
を
使
う
鉄
山

は
他
の
鉱
山
と
比
べ
て
生
産
性
に
余
り
変
動
は
な
い
と
見
ら
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
請
負
人
が
、
山
に
よ
っ
て
鉄
砂
に
も
炭
に
も
質
の
違
い
が
生
ま
れ
、
生
産

高
や
製
品
の
質
に
影
響
す
る
と
主
張
し
て
も
納
得
し
て
も
ら
え
て
い
な
い
し
、
新

規
場
所
替
え
で
は
道
・
橋
の
普
請
か
ら
鑪
場
・
下
財
居
小
屋
の
建
築
ま
で
経
費
が

か
さ
む
と
主
張
し
て
も
考
慮
さ
れ
た
跡
が
み
ら
れ
な
い
。
吟
味
が
二
度
三
度
と
繰

り
返
さ
れ
た
あ
と
最
後
は
、
御
留
山
と
な
っ
て
は
抱
え
の
下
財
（
山
内
労
働
者
）

に
難
儀
が
及
ぶ
で
あ
ろ
う
と
か
、
鉄
山
付
の
村
々
が
困
窮
す
る
で
は
な
い
か
と
言

い
出
さ
れ
、
そ
の
言
い
分
を
「
千
万
難
黙
止
」
と
受
け
入
れ
、
運
上
銀
増
で
請
負

人
側
が
妥
協
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
実
態
は
表
２
が
示
す
通
り
で
あ

る
。 

 

と
こ
ろ
が
一
度
、
吟
味
が
行
き
詰
ま
っ
て
、
勘
定
所
役
人
が
現
地
を
見
分
す
る

と
い
う
事
態
に
発
展
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
高
羅
山

鉄
山
の
請
負
申
請
の
時
で
あ
る
。 

 

勘
定
所
役
人
の
伺
方
は
各
地
の
代
官
や
預
所
役
人
か
ら
小
物
成
や
諸
運
上
に

つ
い
て
伺
書
が
提
出
さ
れ
る
と
、
吟
味
し
、
そ
の
運
上
高
の
是
非
を
は
か
っ
て
い

た
。
書
類
上
の
審
査
だ
け
で
は
な
く
全
国
に
派
遣
さ
れ
て
実
地
見
分
も
し
て
い
た

と
い
う
。
実
は
『
た
た
ら
と
村
』
に
、
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
に
勘
定
所
役

人
二
人
が
宍
粟
郡
鉄
山
調
査
に
来
郡
し
た
と
あ
る
の
だ
が
、
史
料
上
確
認
で
き
な

い
し
、
こ
の
「
留
記
」
に
も
ま
っ
た
く
出
て
こ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い

こ
と
に
す
る
。 

勘
定
所
役
人
の
見
分
は
、
乃
井
野
藩
に
と
っ
て
も
山
方
役
人
に
と
っ
て
も
、
こ

の
時
期
最
も
重
大
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
と
の
始
ま
り
は
天
明
七
年
（
一
七
八

七
）
五
月
に
、
請
負
人
鳩
屋
が
請
負
鉄
山
を
鍋
ケ
谷
か
ら
高
羅
山
へ
と
場
所
替
え

を
願
い
出
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
問
題
は
一
か
年
運
上
銀
高
が
五
貫
三
五
五
匁
か
ら

一
貫
二
九
〇
目
へ
と
激
減
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
山
方
役
人
と
乃
井
野
藩
が
三

回
に
わ
た
っ
て
吟
味
を
繰
り
返
し
、
よ
う
や
く
鳩
屋
に
一
貫
五
〇
〇
目
ま
で
増
額

さ
せ
た
が
、
そ
れ
以
上
は
無
理
だ
と
応
じ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
実
情
を
み
る

と
、
連
年
凶
作
続
き
（
天
明
の
飢
饉
）
で
米
価
が
高
騰
し
、「
山
内
大
勢
の
も
の
及

飢
候
」
と
い
い
、
拝
借
米
を
願
い
出
、
雑
穀
な
ど
買
い
集
め
、
よ
う
や
く
露
命
を

つ
な
ぐ
有
様
だ
っ
た
と
あ
る
。
一
方
千
草
谷
の
村
々
か
ら
は
「
鉄
山
稼
無
御
座
候

而
ハ
誠
ニ
必
至
と
及
難
儀
候
」
と
窮
状
を
訴
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
実
情
を

踏
ま
え
て
到
底
こ
れ
以
上
の
増
額
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
運
上
高
で
同
年
八
月
、
勘
定
所
へ
伺
書
を
提
出
し
た
の
だ
が
、
や
は
り
受
理

さ
れ
ず
差
し
戻
し
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
貫
五
四
〇
目
ま
で
上
げ
さ
せ
て
、
一
二

月
の
年
季
明
き
も
迫
っ
て
い
た
の
で
急
ぎ
九
月
に
再
提
出
し
た
。
こ
の
と
き
経
営

の
内
情
を
説
明
す
る
の
に
数
字
を
具
体
的
に
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
当
時
の
た

た
ら
経
営
の
実
態
が
窺
わ
れ
る
数
少
な
い
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
翌
八

年
、
半
年
も
過
ぎ
た
四
月
に
な
っ
て
、
勘
定
所
か
ら
宍
粟
郡
運
上
山
鉄
山
稼
一
覧

の
提
出
を
命
じ
ら
れ
た
。
吟
味
方
桜
井
徳
右
衛
門
の
指
示
と
あ
る
の
で
、
こ
の
件

が
監
査
機
関
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
八
月
、
桜
井
か
ら
大
幅
な
減
額
は
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認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
鉄
山
稼
ぎ
場
所
の
実
地
見
分
に
役
人
を
派
遣
す
る
と
申
し

渡
し
が
あ
っ
た
。 

勘
定
所
普
請
役
二
人
が
石
見
大
森
銀
山
見
分
の
後
、
当
郡
へ
到
着
し
た
の
は
さ

ら
に
翌
九
年
（
寛
政
元
）
の
正
月
早
々
で
あ
っ
た
。
四
日
、
美
作
街
道
を
経
て
徳

久
（
佐
用
郡
）
に
泊
り
、
五
日
に
当
郡
に
入
っ
た
。
鉄
山
の
視
察
日
程
は
次
の
通

り
で
あ
っ
た
。 

 

八
日 

高
羅
山
、
九
日 

鍋
ケ
谷
山
、
一
〇
日 

音
水
山 

 

 

五
日
頃
か
ら
雪
が
降
り
出
し
、
九
～
一
〇
日
に
か
け
て
は
こ
と
に
大
雪
と
な

り
、
音
水
山
内
で
は
二
尺
余
り
の
積
雪
と
な
る
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普
請
役
は
図
２
の
よ
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な
コ
ー
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ど
っ
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見
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終
え
、
一
一
日
、
東
出

石
の
鳩
屋
宅
へ
入
り
一
八
日
ま
で
滞
在
。
こ
の
間
、
鳩
屋
の
吟
味
や
吟
味
書
類
の

作
成
な
ど
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し
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る
。
姫
路
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
の
は
一
九
日
で
あ
っ
た
。  
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務
は
、
右
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よ
う
に
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鉄
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調
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運
上
山
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稼
行
状
況
、
運
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山
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類
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播
州
完
粟
郡
鉄
山
・
雑
木
座
字
ヶ
所

限
り
書
上
帳
」
等
）
の
調
査
、
鳩
屋
の
請
負
願
書
（
吟
味
書
）
に
対
す
る
本
人
吟

味
で
あ
り
、
さ
ら
に
も
う
一
点
は
鳩
屋
が
承
認
前
に
操
業
し
た
と
い
う
勘
定
所
の

下
知
軽
視
に
対
す
る
追
及
で
あ
っ
た
。 

 

運
上
銀
に
つ
い
て
は
、
普
請
役
が
こ
う
し
て
当
地
へ
派
遣
さ
れ
た
か
ら
に
は
何

と
し
て
も
増
額
を
と
の
要
求
で
あ
っ
た
。
鳩
屋
は
鍋
ケ
谷
山
と
比
較
し
高
羅
山
の

条
件
が
い
か
に
劣
っ
て
い
る
か
を
縷
々
説
明
し
た
が
、
現
地
を
見
て
尤
も
な
と
こ

ろ
は
あ
る
が
、
こ
こ
は
ど
う
し
て
も
、
さ
ら
に
一
ヵ
年
三
〇
匁
増
を
と
の
要
求
を

引
か
ず
、
や
む
な
く
承
諾
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
折
衝
状
況
を
み
て
い
る
と
、

そ
れ
ま
で
と
何
も
変
わ
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と
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か
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。
次
に
、
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認
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の
操
業
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始
に
つ
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し
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ら
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来
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て
、

請
負
期
限
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四
、
五
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か
ら
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か
か
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
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支
配
役

所
に
は
届
を
し
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た
こ
と
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明
し
た
。
小
針
も
代
々
そ
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よ
う
に
計
ら
っ
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認
し
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。
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に
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方
役
人
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て
、
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崎
藩
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代
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ら
の
鉄

山
稼
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経
緯
を
文
書
に
し
て
差
し
出
し
、
鉄
山
稼
行
は
当
郡
百
姓
作
間
稼
ぎ
に

と
っ
て
も
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
年
貢
上
納
の
助
け
に
も
な
る
し
、
山
内
に
は

多
数
の
下
財
を
抱
え
て
い
る
の
で
、
ど
う
か
し
て
鉄
山
稼
ぎ
を
継
続
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
上
申
し
て
い
る
。 

こ
の
間
の
小
針
忠
太
左
衛
門
の
普
請
役
へ
の
応
対
ぶ
り
は
終
始
行
き
届
い
た

も
の
で
あ
り
、
と
も
に
対
応
し
た
乃
井
野
藩
役
人
か
ら
み
て
も
実
に
適
切
で
、
要

求
さ
れ
た
書
類
も
手
早
く
し
か
も
よ
く
求
め
に
応
じ
た
内
容
を
提
出
し
た
と
感

服
し
、
今
後
の
伺
方
役
所
の
手
本
に
な
る
と
ま
で
賞
賛
し
て
い
る
。
さ
ら
に
後
日
、

藩
主
か
ら
紋
付
上
下
を
拝
領
す
る
と
い
う
栄
誉
も
得
て
い
る
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（
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図２ 普請役見分コース
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に
執
拗
に
運
上
銀
の
増
額
を
迫
っ
て
い
た
背
景
が
、
こ
こ
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
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ど
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録
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）
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は
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そ
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よ
り
さ
ら
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増
額
を

と
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し
て
い
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だ
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あ
る
。「
何
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に
も
増
額
無
之
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而
は
御
伺
難
被
成
間
、

是
非
可
相
増
旨
被
仰
渡
」
と
い
う
の
が
請
負
願
書
で
は
決
ま
り
文
句
と
な
っ
て
い

る
。
勘
定
所
が
増
額
で
な
け
れ
ば
受
け
付
け
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
勘
定
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れ
ば
、
山
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〕
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ら
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、
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納
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え
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い
し
、
新
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で
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・
橋
の
普
請
か
ら
鑪
場
・
下
財
居
小
屋
の
建
築
ま
で
経
費
が

か
さ
む
と
主
張
し
て
も
考
慮
さ
れ
た
跡
が
み
ら
れ
な
い
。
吟
味
が
二
度
三
度
と
繰

り
返
さ
れ
た
あ
と
最
後
は
、
御
留
山
と
な
っ
て
は
抱
え
の
下
財
（
山
内
労
働
者
）

に
難
儀
が
及
ぶ
で
あ
ろ
う
と
か
、
鉄
山
付
の
村
々
が
困
窮
す
る
で
は
な
い
か
と
言

い
出
さ
れ
、
そ
の
言
い
分
を
「
千
万
難
黙
止
」
と
受
け
入
れ
、
運
上
銀
増
で
請
負

人
側
が
妥
協
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
実
態
は
表
２
が
示
す
通
り
で
あ

る
。 

 

と
こ
ろ
が
一
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が
行
き
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ま
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、
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す
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と
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認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
鉄
山
稼
ぎ
場
所
の
実
地
見
分
に
役
人
を
派
遣
す
る
と
申
し

渡
し
が
あ
っ
た
。 

勘
定
所
普
請
役
二
人
が
石
見
大
森
銀
山
見
分
の
後
、
当
郡
へ
到
着
し
た
の
は
さ

ら
に
翌
九
年
（
寛
政
元
）
の
正
月
早
々
で
あ
っ
た
。
四
日
、
美
作
街
道
を
経
て
徳

久
（
佐
用
郡
）
に
泊
り
、
五
日
に
当
郡
に
入
っ
た
。
鉄
山
の
視
察
日
程
は
次
の
通

り
で
あ
っ
た
。 

 

八
日 

高
羅
山
、
九
日 

鍋
ケ
谷
山
、
一
〇
日 

音
水
山 

 

 

五
日
頃
か
ら
雪
が
降
り
出
し
、
九
～
一
〇
日
に
か
け
て
は
こ
と
に
大
雪
と
な

り
、
音
水
山
内
で
は
二
尺
余
り
の
積
雪
と
な
る
。 

普
請
役
は
図
２
の
よ
う
な
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
て
見
分
を
終
え
、
一
一
日
、
東
出

石
の
鳩
屋
宅
へ
入
り
一
八
日
ま
で
滞
在
。
こ
の
間
、
鳩
屋
の
吟
味
や
吟
味
書
類
の

作
成
な
ど
を
し
て
い
る
。
姫
路
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
の
は
一
九
日
で
あ
っ
た
。  

普
請
役
出
張
の
任
務
は
、
右
の
よ
う
に
当
該
鉄
山
の
現
地
調
査
を
始
め
と
し
て
、

運
上
山
の
稼
行
状
況
、
運
上
山
関
係
書
類
（「
播
州
完
粟
郡
鉄
山
・
雑
木
座
字
ヶ
所

限
り
書
上
帳
」
等
）
の
調
査
、
鳩
屋
の
請
負
願
書
（
吟
味
書
）
に
対
す
る
本
人
吟

味
で
あ
り
、
さ
ら
に
も
う
一
点
は
鳩
屋
が
承
認
前
に
操
業
し
た
と
い
う
勘
定
所
の

下
知
軽
視
に
対
す
る
追
及
で
あ
っ
た
。 

 

運
上
銀
に
つ
い
て
は
、
普
請
役
が
こ
う
し
て
当
地
へ
派
遣
さ
れ
た
か
ら
に
は
何

と
し
て
も
増
額
を
と
の
要
求
で
あ
っ
た
。
鳩
屋
は
鍋
ケ
谷
山
と
比
較
し
高
羅
山
の

条
件
が
い
か
に
劣
っ
て
い
る
か
を
縷
々
説
明
し
た
が
、
現
地
を
見
て
尤
も
な
と
こ

ろ
は
あ
る
が
、
こ
こ
は
ど
う
し
て
も
、
さ
ら
に
一
ヵ
年
三
〇
匁
増
を
と
の
要
求
を

引
か
ず
、
や
む
な
く
承
諾
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
折
衝
状
況
を
み
て
い
る
と
、

そ
れ
ま
で
と
何
も
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
次
に
、
承
認
前
の
操
業
開
始
に
つ

い
て
は
、
当
地
が
雪
所
で
あ
る
実
情
を
説
明
し
、
従
来
か
ら
の
仕
来
り
と
し
て
、

請
負
期
限
の
四
、
五
か
月
前
か
ら
普
請
に
か
か
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
支
配
役

所
に
は
届
を
し
て
い
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
小
針
も
代
々
そ
の
よ
う
に
計
ら
っ
て

き
た
と
確
認
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
山
方
役
人
と
し
て
、
山
崎
藩
時
代
か
ら
の
鉄

山
稼
行
の
経
緯
を
文
書
に
し
て
差
し
出
し
、
鉄
山
稼
行
は
当
郡
百
姓
作
間
稼
ぎ
に

と
っ
て
も
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
年
貢
上
納
の
助
け
に
も
な
る
し
、
山
内
に
は

多
数
の
下
財
を
抱
え
て
い
る
の
で
、
ど
う
か
し
て
鉄
山
稼
ぎ
を
継
続
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
上
申
し
て
い
る
。 

こ
の
間
の
小
針
忠
太
左
衛
門
の
普
請
役
へ
の
応
対
ぶ
り
は
終
始
行
き
届
い
た

も
の
で
あ
り
、
と
も
に
対
応
し
た
乃
井
野
藩
役
人
か
ら
み
て
も
実
に
適
切
で
、
要

求
さ
れ
た
書
類
も
手
早
く
し
か
も
よ
く
求
め
に
応
じ
た
内
容
を
提
出
し
た
と
感

服
し
、
今
後
の
伺
方
役
所
の
手
本
に
な
る
と
ま
で
賞
賛
し
て
い
る
。
さ
ら
に
後
日
、

藩
主
か
ら
紋
付
上
下
を
拝
領
す
る
と
い
う
栄
誉
も
得
て
い
る
。 

  

（
７
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認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
鉄
山
稼
ぎ
場
所
の
実
地
見
分
に
役
人
を
派
遣
す
る
と
申
し

渡
し
が
あ
っ
た
。 

勘
定
所
普
請
役
二
人
が
石
見
大
森
銀
山
見
分
の
後
、
当
郡
へ
到
着
し
た
の
は
さ

ら
に
翌
九
年
（
寛
政
元
）
の
正
月
早
々
で
あ
っ
た
。
四
日
、
美
作
街
道
を
経
て
徳

久
（
佐
用
郡
）
に
泊
り
、
五
日
に
当
郡
に
入
っ
た
。
鉄
山
の
視
察
日
程
は
次
の
通

り
で
あ
っ
た
。 

 

八
日 

高
羅
山
、
九
日 

鍋
ケ
谷
山
、
一
〇
日 

音
水
山 

 

 

五
日
頃
か
ら
雪
が
降
り
出
し
、
九
～
一
〇
日
に
か
け
て
は
こ
と
に
大
雪
と
な

り
、
音
水
山
内
で
は
二
尺
余
り
の
積
雪
と
な
る
。 

普
請
役
は
図
２
の
よ
う
な
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
て
見
分
を
終
え
、
一
一
日
、
東
出

石
の
鳩
屋
宅
へ
入
り
一
八
日
ま
で
滞
在
。
こ
の
間
、
鳩
屋
の
吟
味
や
吟
味
書
類
の

作
成
な
ど
を
し
て
い
る
。
姫
路
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
の
は
一
九
日
で
あ
っ
た
。  

普
請
役
出
張
の
任
務
は
、
右
の
よ
う
に
当
該
鉄
山
の
現
地
調
査
を
始
め
と
し
て
、

運
上
山
の
稼
行
状
況
、
運
上
山
関
係
書
類
（「
播
州
完
粟
郡
鉄
山
・
雑
木
座
字
ヶ
所

限
り
書
上
帳
」
等
）
の
調
査
、
鳩
屋
の
請
負
願
書
（
吟
味
書
）
に
対
す
る
本
人
吟

味
で
あ
り
、
さ
ら
に
も
う
一
点
は
鳩
屋
が
承
認
前
に
操
業
し
た
と
い
う
勘
定
所
の

下
知
軽
視
に
対
す
る
追
及
で
あ
っ
た
。 

 

運
上
銀
に
つ
い
て
は
、
普
請
役
が
こ
う
し
て
当
地
へ
派
遣
さ
れ
た
か
ら
に
は
何

と
し
て
も
増
額
を
と
の
要
求
で
あ
っ
た
。
鳩
屋
は
鍋
ケ
谷
山
と
比
較
し
高
羅
山
の

条
件
が
い
か
に
劣
っ
て
い
る
か
を
縷
々
説
明
し
た
が
、
現
地
を
見
て
尤
も
な
と
こ

ろ
は
あ
る
が
、
こ
こ
は
ど
う
し
て
も
、
さ
ら
に
一
ヵ
年
三
〇
匁
増
を
と
の
要
求
を

引
か
ず
、
や
む
な
く
承
諾
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
折
衝
状
況
を
み
て
い
る
と
、

そ
れ
ま
で
と
何
も
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
次
に
、
承
認
前
の
操
業
開
始
に
つ

い
て
は
、
当
地
が
雪
所
で
あ
る
実
情
を
説
明
し
、
従
来
か
ら
の
仕
来
り
と
し
て
、

請
負
期
限
の
四
、
五
か
月
前
か
ら
普
請
に
か
か
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
支
配
役

所
に
は
届
を
し
て
い
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
小
針
も
代
々
そ
の
よ
う
に
計
ら
っ
て

き
た
と
確
認
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
山
方
役
人
と
し
て
、
山
崎
藩
時
代
か
ら
の
鉄

山
稼
行
の
経
緯
を
文
書
に
し
て
差
し
出
し
、
鉄
山
稼
行
は
当
郡
百
姓
作
間
稼
ぎ
に

と
っ
て
も
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
年
貢
上
納
の
助
け
に
も
な
る
し
、
山
内
に
は

多
数
の
下
財
を
抱
え
て
い
る
の
で
、
ど
う
か
し
て
鉄
山
稼
ぎ
を
継
続
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
上
申
し
て
い
る
。 

こ
の
間
の
小
針
忠
太
左
衛
門
の
普
請
役
へ
の
応
対
ぶ
り
は
終
始
行
き
届
い
た

も
の
で
あ
り
、
と
も
に
対
応
し
た
乃
井
野
藩
役
人
か
ら
み
て
も
実
に
適
切
で
、
要

求
さ
れ
た
書
類
も
手
早
く
し
か
も
よ
く
求
め
に
応
じ
た
内
容
を
提
出
し
た
と
感

服
し
、
今
後
の
伺
方
役
所
の
手
本
に
な
る
と
ま
で
賞
賛
し
て
い
る
。
さ
ら
に
後
日
、

藩
主
か
ら
紋
付
上
下
を
拝
領
す
る
と
い
う
栄
誉
も
得
て
い
る
。 
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五
、
鉄
山
師
の
盛
衰 

 

当
地
方
で
は
た
た
ら
製
鉄
の
経
営
者
を
鉄
山
師
と
か
鉄
山
稼
人
な
ど
と
い
う
。

「
留
記
」
で
も
鉄
山
師
で
あ
り
、（
鉄
山
）
請
負
人
で
あ
る
。 

 

「
書
上
帳
」〔
23

〕
に
よ
る
と
、
宍
粟
郡
で
の
鉄
山
稼
ぎ
は
寛
永
二
年
（
一
六
二

五
）
に
始
ま
り
，
以
後
一
か
年
も
休
み
な
く
続
い
て
き
た
と
あ
る
が
、「
留
記
」
に

登
場
す
る
こ
の
当
時
の
鉄
山
師
は
鳩
屋
と
湊
屋
で
あ
る
。
百
年
余
り
鉄
山
稼
ぎ
を

続
け
て
い
た
千
草
屋
平
瀬
家
が
製
鉄
業
か
ら
手
を
引
き
、
鳩
屋
と
湊
屋
に
引
き
継

が
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
文
書
〔
１
〕
を
見
る
と
、
千
草
屋
源
右
衛
門

が
、
有
賀
原
鉄
山
と
斎
木
村
鉄
砂
流
山
を
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
か
ら
八
年
ま

で
の
三
年
間
の
年
季
で
請
負
い
な
が
ら
、
借
金
が
か
さ
ん
だ
た
め
、
一
年
後
に
経

営
不
能
に
陥
り
、
鳩
屋
が
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
事
情
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

鳩
屋
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
鉄
山
稼
ぎ
で
あ
っ
た
が
、
鉄
山
が
中
止
と
な
っ
て
は

山
付
村
々
が
困
窮
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
た
っ
て
求
め
ら
れ
た
の
で
引
き
受
け
た

と
述
べ
て
い
る
。
為
政
者
も
宍
粟
郡
北
部
の
村
々
は
寒
冷
積
雪
の
単
作
地
帯
で
あ

り
、
鉄
山
稼
ぎ
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
鳩
屋

も
「
外
商
売
ニ
而
村
方
之
様
子
」
が
分
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
言
っ
て
い
る
の
は
、

承
応
年
間
（
一
六
五
〇
年
代
）
か
ら
雑
木
座
稼
ぎ
を
し
て
お
り
（
宇
野
97
）
、
山
間

の
村
々
の
事
情
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

た
ま
た
ま
同
じ
頃
、
千
種
川
流
域
の
高
羅
山
鉄
山
を
湊
屋
徳
兵
衛
が
請
け
負
う

こ
と
に
な
る
〔
２
〕
。
こ
の
時
の
請
負
願
書
を
見
る
と
湊
屋
も
「
私
義
、
是
迄
鉄
山

は
馴
不
申
義
ニ
御
座
候
得
は
」
と
あ
る
の
で
、
湊
屋
も
ま
た
新
規
に
鉄
山
稼
ぎ
に

参
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
し
ば
ら
く
は
、
第
２
表
で
み
る
よ
う

に
揖
保
川
上
流
で
鳩
屋
が
、
千
草
谷
で
湊
屋
が
鉄
山
を
請
負
う
こ
と
に
な
る
。
湊

屋
は
天
小
屋
・
池
田
山
・
一
ノ
谷
山
と
鉄
山
経
営
を
二
〇
余
年
続
け
た
が
、
徳
兵

衛
没
後
は
急
速
に
経
営
に
行
き
詰
ま
り
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）、
一
ノ
谷
山
を

手
放
す
こ
と
に
な
り
、
鳩
屋
が
入
札
で
競
り
落
と
し
て
い
る
〔
15
〕
。
こ
う
し
て
、

そ
の
後
は
鳩
屋
が
揖
保
川
筋
で
も
千
草
谷
で
も
独
占
的
に
鉄
山
経
営
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
表
２
で
分
る
よ
う
に
、
揖
保
川
筋
と
千
草
谷
で
は
請
負
形
態
に
違

い
が
あ
る
。
前
者
は
鉄
山
と
鉄
砂
流
山
と
が
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
後
者
で
は
鉄
山
だ

け
で
あ
る
。
鉄
山
内
で
の
鉄
砂
流
（
鉄
穴
流
）
で
鉄
砂
が
ま
か
な
え
る
か
ど
う
か

な
の
で
あ
ろ
う
。
運
上
銀
高
は
前
者
が
五
貫
目
代
で
、
後
者
は
鍋
ケ
谷
を
除
く
と

一
貫
目
代
と
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
千
草
谷
は
津
出
場
で
あ
る
出
石
ま
で
難
所
で

道
法
が
遠
い
こ
と
も
あ
る
が
、
生
産
力
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。 

 

そ
れ
か
ら
半
世
紀
余
り
経
っ
た
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
「
勤
方
覚
書
」
を

見
る
と
、
当
時
の
鉄
山
請
負
人
は
山
崎
町
徳
久
屋
と
大
坂
の
泉
屋
と
な
っ
て
お
り
、

鳩
屋
は
既
に
撤
退
し
て
い
る
。
当
地
の
鉄
山
師
に
は
鉄
山
稼
ぎ
で
財
を
成
し
た
と

い
う
成
功
者
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
の
だ
が
、
大
坂
へ
進
出
し
た
千
草
屋
は
成
功

し
て
い
る
し
、
鳩
屋
は
幕
末
ま
で
鉄
山
運
上
銀
も
扱
う
掛
屋
と
し
て
活
動
し
て
い

る
（「
勤
方
覚
書
」）。
こ
う
し
て
み
る
と
、
大
山
林
地
主
で
あ
り
、
大
土
地
所
有
者

で
も
あ
っ
た
中
国
地
方
の
鉄
山
業
者
が
幕
藩
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
保
護
さ
れ
、

特
権
を
得
て
い
た
と
い
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
宍
粟
郡
の
た
た
ら
経
営
者
は
地
域

農
民
か
ら
は
期
待
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
う
し
た
保
護
育
成
か
ら
は
埒
外
に
あ
り
、

天
領
で
の
請
山
経
営
と
い
う
制
約
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。 

 

本
文
書
か
ら
、
そ
う
し
た
制
約
の
中
で
鉄
山
経
営
を
模
索
し
て
い
る
鉄
山
師
の

姿
と
、
そ
れ
を
地
域
社
会
の
中
で
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
山
方
役
人
の
動
き
を

読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

    

（
９
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五
、
鉄
山
師
の
盛
衰 

 

当
地
方
で
は
た
た
ら
製
鉄
の
経
営
者
を
鉄
山
師
と
か
鉄
山
稼
人
な
ど
と
い
う
。

「
留
記
」
で
も
鉄
山
師
で
あ
り
、
（
鉄
山
）
請
負
人
で
あ
る
。 

 

「
書
上
帳
」〔
23

〕
に
よ
る
と
、
宍
粟
郡
で
の
鉄
山
稼
ぎ
は
寛
永
二
年
（
一
六
二

五
）
に
始
ま
り
，
以
後
一
か
年
も
休
み
な
く
続
い
て
き
た
と
あ
る
が
、「
留
記
」
に

登
場
す
る
こ
の
当
時
の
鉄
山
師
は
鳩
屋
と
湊
屋
で
あ
る
。
百
年
余
り
鉄
山
稼
ぎ
を

続
け
て
い
た
千
草
屋
平
瀬
家
が
製
鉄
業
か
ら
手
を
引
き
、
鳩
屋
と
湊
屋
に
引
き
継

が
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
文
書
〔
１
〕
を
見
る
と
、
千
草
屋
源
右
衛
門

が
、
有
賀
原
鉄
山
と
斎
木
村
鉄
砂
流
山
を
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
か
ら
八
年
ま

で
の
三
年
間
の
年
季
で
請
負
い
な
が
ら
、
借
金
が
か
さ
ん
だ
た
め
、
一
年
後
に
経

営
不
能
に
陥
り
、
鳩
屋
が
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
事
情
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

鳩
屋
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
鉄
山
稼
ぎ
で
あ
っ
た
が
、
鉄
山
が
中
止
と
な
っ
て
は

山
付
村
々
が
困
窮
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
た
っ
て
求
め
ら
れ
た
の
で
引
き
受
け
た

と
述
べ
て
い
る
。
為
政
者
も
宍
粟
郡
北
部
の
村
々
は
寒
冷
積
雪
の
単
作
地
帯
で
あ

り
、
鉄
山
稼
ぎ
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
鳩
屋

も
「
外
商
売
ニ
而
村
方
之
様
子
」
が
分
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
言
っ
て
い
る
の
は
、

承
応
年
間
（
一
六
五
〇
年
代
）
か
ら
雑
木
座
稼
ぎ
を
し
て
お
り
（
宇
野
97
）
、
山
間

の
村
々
の
事
情
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

た
ま
た
ま
同
じ
頃
、
千
種
川
流
域
の
高
羅
山
鉄
山
を
湊
屋
徳
兵
衛
が
請
け
負
う

こ
と
に
な
る
〔
２
〕
。
こ
の
時
の
請
負
願
書
を
見
る
と
湊
屋
も
「
私
義
、
是
迄
鉄
山

は
馴
不
申
義
ニ
御
座
候
得
は
」
と
あ
る
の
で
、
湊
屋
も
ま
た
新
規
に
鉄
山
稼
ぎ
に

参
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
し
ば
ら
く
は
、
第
２
表
で
み
る
よ
う

に
揖
保
川
上
流
で
鳩
屋
が
、
千
草
谷
で
湊
屋
が
鉄
山
を
請
負
う
こ
と
に
な
る
。
湊

屋
は
天
小
屋
・
池
田
山
・
一
ノ
谷
山
と
鉄
山
経
営
を
二
〇
余
年
続
け
た
が
、
徳
兵

衛
没
後
は
急
速
に
経
営
に
行
き
詰
ま
り
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）、
一
ノ
谷
山
を

手
放
す
こ
と
に
な
り
、
鳩
屋
が
入
札
で
競
り
落
と
し
て
い
る
〔
15
〕
。
こ
う
し
て
、

そ
の
後
は
鳩
屋
が
揖
保
川
筋
で
も
千
草
谷
で
も
独
占
的
に
鉄
山
経
営
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 
と
こ
ろ
で
、
表
２
で
分
る
よ
う
に
、
揖
保
川
筋
と
千
草
谷
で
は
請
負
形
態
に
違

い
が
あ
る
。
前
者
は
鉄
山
と
鉄
砂
流
山
と
が
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
後
者
で
は
鉄
山
だ

け
で
あ
る
。
鉄
山
内
で
の
鉄
砂
流
（
鉄
穴
流
）
で
鉄
砂
が
ま
か
な
え
る
か
ど
う
か

な
の
で
あ
ろ
う
。
運
上
銀
高
は
前
者
が
五
貫
目
代
で
、
後
者
は
鍋
ケ
谷
を
除
く
と

一
貫
目
代
と
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
千
草
谷
は
津
出
場
で
あ
る
出
石
ま
で
難
所
で

道
法
が
遠
い
こ
と
も
あ
る
が
、
生
産
力
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。 

 

そ
れ
か
ら
半
世
紀
余
り
経
っ
た
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
「
勤
方
覚
書
」
を

見
る
と
、
当
時
の
鉄
山
請
負
人
は
山
崎
町
徳
久
屋
と
大
坂
の
泉
屋
と
な
っ
て
お
り
、

鳩
屋
は
既
に
撤
退
し
て
い
る
。
当
地
の
鉄
山
師
に
は
鉄
山
稼
ぎ
で
財
を
成
し
た
と

い
う
成
功
者
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
の
だ
が
、
大
坂
へ
進
出
し
た
千
草
屋
は
成
功

し
て
い
る
し
、
鳩
屋
は
幕
末
ま
で
鉄
山
運
上
銀
も
扱
う
掛
屋
と
し
て
活
動
し
て
い

る
（
「
勤
方
覚
書
」）。
こ
う
し
て
み
る
と
、
大
山
林
地
主
で
あ
り
、
大
土
地
所
有
者

で
も
あ
っ
た
中
国
地
方
の
鉄
山
業
者
が
幕
藩
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
保
護
さ
れ
、

特
権
を
得
て
い
た
と
い
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
宍
粟
郡
の
た
た
ら
経
営
者
は
地
域

農
民
か
ら
は
期
待
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
う
し
た
保
護
育
成
か
ら
は
埒
外
に
あ
り
、

天
領
で
の
請
山
経
営
と
い
う
制
約
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。 

 

本
文
書
か
ら
、
そ
う
し
た
制
約
の
中
で
鉄
山
経
営
を
模
索
し
て
い
る
鉄
山
師
の

姿
と
、
そ
れ
を
地
域
社
会
の
中
で
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
山
方
役
人
の
動
き
を

読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

    

（
９
） 
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注（
１
）
出
石
は
津
出
場
と
呼
ば
れ
、
高
瀬
舟
の
発
着
点
で
、
揖
保
川
水
運
の
要
衝
で
あ
っ
た
。

（
２
）
正
確
に
は
「
播
州
宍
粟
郡
須
賀
村
山
方
御
役
所

附
前
々
よ
り
勤
方
覚
書
」
と
あ
り
、
宇
野

正
碤
編
『
近
世
千
草
鉄
山
史
料
』
下
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
宇
野
編
の
史
料
集
四
冊
に
は
す

べ
て
史
料
に
通
し
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
後
、
引
用
す
る
場
合
に
は
「（
宇
野
〇

〇
）」
と
注
記
す
る
。

（
３
）
富
土
野
口
留
番
所
で
、
富
土
野
峠
（
一
宮
）
を
越
え
て
運
ば
れ
て
く
る
但
馬
の
商
い
物
か
ら

分
一
銭
を
取
り
立
て
て
い
た
。

（
４
）〔
〇
〇
〕
は
文
書
群
番
号
を
示
し
、
本
書
目
次
の
番
号
で
も
あ
る

（
５
）
森
家
一
万
五
千
石
の
外
様
の
小
藩
で
、
三
日
月
藩
と
も
言
う
。
陣
屋
を
三
日
月
の
隣
村
乃
井

野
に
築
い
て
い
た
。

（
６
）
４
に
は
赤
西
山
と
天
小
屋
の
二
例
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
24
は
22
の
続
き
で
あ
る

（
７
）
理
由
を
五
点
上
げ
て
い
る
ー
①
土
地
が
険
阻
で
木
怔
が
悪
い
こ
と
、
②
鉄
砂
が
な
い
こ
と
、

③
竈
土
が
な
く
鍋
ケ
谷
山
か
ら
取
る
こ
と
、
④
足
し
山
と
し
て
別
運
上
を
出
し
て
買
い
受
け

る
こ
と
、
⑤
鉄
吹
き
方
も
小
模
様
に
し
か
稼
げ
な
い
こ
と
。

（
８
）
道
橋
、
小
屋
掛
け
な
ど
の
普
請
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
、
こ
と
に
屋
根
葺
き
茅
が
雪
に
敷
か

れ
る
と
使
え
な
く
な
る
こ
と
、
を
挙
げ
て
い
る

（
９
）『
国
史
大
辞
典
』
で
は
「
鉄
師
」（
向
井
義
郎
）
の
項
を
起
こ
し
、
中
国
地
方
で
一
七
世
紀
後

半
以
降
に
用
い
ら
れ
た
と
あ
り
、
鉄
山
師
の
呼
称
が
転
訛
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て

い
る
。
当
地
で
は
、『
千
種
町
史
』
が
見
出
し
で
鉄
師
を
使
う
が
、
本
文
で
は
鉄
山
師
で
あ

り
、『
た
た
ら
と
村
』
で
は
す
べ
て
鉄
山
師
で
あ
る

参
考
文
献

宇
野
正
碤
編
『
近
世
千
草
鉄
山
史
料
』
上
中
下
、
一
九
六
六
～
七
〇
、
私
家
版

宇
野
正
碤
編
『
宍
粟
鉄
山
並
金
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九
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川
文
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店
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五
、
鉄
山
師
の
盛
衰 

 

当
地
方
で
は
た
た
ら
製
鉄
の
経
営
者
を
鉄
山
師
と
か
鉄
山
稼
人
な
ど
と
い
う
。

「
留
記
」
で
も
鉄
山
師
で
あ
り
、
（
鉄
山
）
請
負
人
で
あ
る
。 

 

「
書
上
帳
」〔
23

〕
に
よ
る
と
、
宍
粟
郡
で
の
鉄
山
稼
ぎ
は
寛
永
二
年
（
一
六
二

五
）
に
始
ま
り
，
以
後
一
か
年
も
休
み
な
く
続
い
て
き
た
と
あ
る
が
、「
留
記
」
に

登
場
す
る
こ
の
当
時
の
鉄
山
師
は
鳩
屋
と
湊
屋
で
あ
る
。
百
年
余
り
鉄
山
稼
ぎ
を

続
け
て
い
た
千
草
屋
平
瀬
家
が
製
鉄
業
か
ら
手
を
引
き
、
鳩
屋
と
湊
屋
に
引
き
継

が
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
文
書
〔
１
〕
を
見
る
と
、
千
草
屋
源
右
衛
門

が
、
有
賀
原
鉄
山
と
斎
木
村
鉄
砂
流
山
を
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
か
ら
八
年
ま

で
の
三
年
間
の
年
季
で
請
負
い
な
が
ら
、
借
金
が
か
さ
ん
だ
た
め
、
一
年
後
に
経

営
不
能
に
陥
り
、
鳩
屋
が
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
事
情
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

鳩
屋
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
鉄
山
稼
ぎ
で
あ
っ
た
が
、
鉄
山
が
中
止
と
な
っ
て
は

山
付
村
々
が
困
窮
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
た
っ
て
求
め
ら
れ
た
の
で
引
き
受
け
た

と
述
べ
て
い
る
。
為
政
者
も
宍
粟
郡
北
部
の
村
々
は
寒
冷
積
雪
の
単
作
地
帯
で
あ

り
、
鉄
山
稼
ぎ
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
鳩
屋

も
「
外
商
売
ニ
而
村
方
之
様
子
」
が
分
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
言
っ
て
い
る
の
は
、

承
応
年
間
（
一
六
五
〇
年
代
）
か
ら
雑
木
座
稼
ぎ
を
し
て
お
り
（
宇
野
97
）
、
山
間

の
村
々
の
事
情
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

た
ま
た
ま
同
じ
頃
、
千
種
川
流
域
の
高
羅
山
鉄
山
を
湊
屋
徳
兵
衛
が
請
け
負
う

こ
と
に
な
る
〔
２
〕
。
こ
の
時
の
請
負
願
書
を
見
る
と
湊
屋
も
「
私
義
、
是
迄
鉄
山

は
馴
不
申
義
ニ
御
座
候
得
は
」
と
あ
る
の
で
、
湊
屋
も
ま
た
新
規
に
鉄
山
稼
ぎ
に

参
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
し
ば
ら
く
は
、
第
２
表
で
み
る
よ
う

に
揖
保
川
上
流
で
鳩
屋
が
、
千
草
谷
で
湊
屋
が
鉄
山
を
請
負
う
こ
と
に
な
る
。
湊

屋
は
天
小
屋
・
池
田
山
・
一
ノ
谷
山
と
鉄
山
経
営
を
二
〇
余
年
続
け
た
が
、
徳
兵

衛
没
後
は
急
速
に
経
営
に
行
き
詰
ま
り
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）、
一
ノ
谷
山
を

手
放
す
こ
と
に
な
り
、
鳩
屋
が
入
札
で
競
り
落
と
し
て
い
る
〔
15
〕
。
こ
う
し
て
、

そ
の
後
は
鳩
屋
が
揖
保
川
筋
で
も
千
草
谷
で
も
独
占
的
に
鉄
山
経
営
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
表
２
で
分
る
よ
う
に
、
揖
保
川
筋
と
千
草
谷
で
は
請
負
形
態
に
違

い
が
あ
る
。
前
者
は
鉄
山
と
鉄
砂
流
山
と
が
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
後
者
で
は
鉄
山
だ

け
で
あ
る
。
鉄
山
内
で
の
鉄
砂
流
（
鉄
穴
流
）
で
鉄
砂
が
ま
か
な
え
る
か
ど
う
か

な
の
で
あ
ろ
う
。
運
上
銀
高
は
前
者
が
五
貫
目
代
で
、
後
者
は
鍋
ケ
谷
を
除
く
と

一
貫
目
代
と
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
千
草
谷
は
津
出
場
で
あ
る
出
石
ま
で
難
所
で

道
法
が
遠
い
こ
と
も
あ
る
が
、
生
産
力
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。 

 

そ
れ
か
ら
半
世
紀
余
り
経
っ
た
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
「
勤
方
覚
書
」
を

見
る
と
、
当
時
の
鉄
山
請
負
人
は
山
崎
町
徳
久
屋
と
大
坂
の
泉
屋
と
な
っ
て
お
り
、

鳩
屋
は
既
に
撤
退
し
て
い
る
。
当
地
の
鉄
山
師
に
は
鉄
山
稼
ぎ
で
財
を
成
し
た
と

い
う
成
功
者
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
の
だ
が
、
大
坂
へ
進
出
し
た
千
草
屋
は
成
功

し
て
い
る
し
、
鳩
屋
は
幕
末
ま
で
鉄
山
運
上
銀
も
扱
う
掛
屋
と
し
て
活
動
し
て
い

る
（
「
勤
方
覚
書
」）。
こ
う
し
て
み
る
と
、
大
山
林
地
主
で
あ
り
、
大
土
地
所
有
者

で
も
あ
っ
た
中
国
地
方
の
鉄
山
業
者
が
幕
藩
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
保
護
さ
れ
、

特
権
を
得
て
い
た
と
い
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
宍
粟
郡
の
た
た
ら
経
営
者
は
地
域

農
民
か
ら
は
期
待
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
う
し
た
保
護
育
成
か
ら
は
埒
外
に
あ
り
、

天
領
で
の
請
山
経
営
と
い
う
制
約
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。 

 

本
文
書
か
ら
、
そ
う
し
た
制
約
の
中
で
鉄
山
経
営
を
模
索
し
て
い
る
鉄
山
師
の

姿
と
、
そ
れ
を
地
域
社
会
の
中
で
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
山
方
役
人
の
動
き
を

読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

    
（
９
） 
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注 

（
１
）

出
石
は
津
出
場
と
呼
ば
れ
、
高
瀬
舟
の
発
着
点
で
、
揖
保
川
水
運
の
要
衝
で
あ
っ
た
。 

（
２
）

正
確
に
は
「
播
州
宍
粟
郡
須
賀
村
山
方
御
役
所 

附
前
々
よ
り
勤
方
覚
書
」
と
あ
り
、
宇

野
正
碤
編
『
近
世
千
草
鉄
山
史
料
』
下
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
宇
野
編
の
史
料
集
四
冊
に
は

す
べ
て
史
料
に
通
し
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
後
、
引
用
す
る
場
合
に
は
「（
宇
野

〇
〇
）」
と
注
記
す
る
。 

 

（
３
）

富
土
野
口
留
番
所
で
、
富
土
野
峠
（
一
宮
）
を
越
え
て
運
ば
れ
て
く
る
但
馬
の
商
い
物
か

ら
分
一
銭
を
取
り
立
て
て
い
た
。 

（
４
）
〔
〇
〇
〕
は
文
書
群
番
号
を
示
し
、
本
書
目
次
の
番
号
で
も
あ
る 

（
５
）

森
家
一
万
五
千
石
の
外
様
の
小
藩
で
、
三
日
月
藩
と
も
言
う
。
陣
屋
を
三
日
月
の
隣
村
乃

井
野
に
築
い
て
い
た
。 

（
６
） 

４
に
は
赤
西
山
と
天
小
屋
の
二
例
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
24
は
22
の
続
き
で
あ
る 

（
７
） 

理
由
を
五
点
上
げ
て
い
る
ー
①
土
地
が
険
阻
で
木
怔
が
悪
い
こ
と
、
②
鉄
砂
が
な
い
こ

と
、
③
竈
土
が
な
く
鍋
ケ
谷
山
か
ら
取
る
こ
と
、
④
足
し
山
と
し
て
別
運
上
を
出
し
て
買
い

受
す
る
こ
と
、
⑤
鉄
吹
き
方
も
小
模
様
に
し
か
稼
げ
な
い
こ
と
。 

（
８
） 

道
橋
、
小
屋
掛
け
な
ど
の
普
請
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
、
こ
と
に
屋
根
葺
き
茅
が
雪
に

敷
か
れ
る
と
使
え
な
く
な
る
こ
と
、
を
挙
げ
て
い
る 

（
９
） 

『
国
史
大
辞
典
』
で
は
「
鉄
師
」（
向
井
義
郎
）
の
項
を
起
こ
し
、
中
国
地
方
で
一
七
世

紀
後
半
以
降
に
用
い
ら
れ
た
と
あ
り
、
鉄
山
師
の
呼
称
が
転
訛
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と

し
て
い
る
。
当
地
で
は
、『
千
種
町
史
』
が
見
出
し
で
鉄
師
を
使
う
が
、
本
文
で
は
鉄
山
師

で
あ
り
、『
た
た
ら
と
村
』
で
は
す
べ
て
鉄
山
師
で
あ
る 
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